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データ集１

能登半島の地質・地質構造に関する文献調査
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能登半島周辺海域の地質分布

能登半島西方海底地質図（岡村，2007）（凡例は次頁左） 能登半島東方海底地質図（岡村，2002）（凡例は次頁右）

岡村 行信（2007）：20 万分の１能登半島西方海底地質図及び同説明書，海洋地質図，no.61（CD），産業技術総合研究所地質調査総合センター．
岡村 行信（2002）：20 万分の１能登半島東方海底地質図及び同説明書，海洋地質図，no.59（CD），産業技術総合研究所地質調査総合センター．

志賀原子力
発電所

1-2



能登半島周辺海域の地質分布 -凡例-

能登半島西方海底地質図凡例（岡村，2007） 能登半島東方海底地質図凡例（岡村，2002）

岡村 行信（2007）：20 万分の１能登半島西方海底地質図及び同説明書，海洋地質図，no.61（CD），産業技術総合研究所地質調査総合センター．
岡村 行信（2002）：20 万分の１能登半島東方海底地質図及び同説明書，海洋地質図，no.59（CD），産業技術総合研究所地質調査総合センター． 1-3



能登半島北部域海陸の地質分布

能登半島北部域海陸シームレス地質図（井上ほか，2010）（凡例は次頁）

井上 卓彦・尾崎 正紀・岡村 行信 （2010）：能登半島北部域20万分の１海陸シームレス地質図及び断面図，海陸シームレス地質情報集，「能登半島北部沿岸域」. 数値地質図S-1, 地質調査総合センター. 1-4



能登半島北部域海陸の地質分布 -凡例・層序対比図-

井上 卓彦・尾崎 正紀・岡村 行信 （2010）：能登半島北部域20万分の１海陸シームレス地質図及び断面図，海陸シームレス地質情報集, 「能登半島北部沿岸域」. 数値地質図S-1, 地質調査総合センター.

*

能登半島北部海陸層序対比図（井上ほか，2010）

*： 新第三紀/第四紀境界の
年代は，IUGS（国際地質
科学連合）の年代層序表
において2.58Maに改訂さ
れている。

能登半島北部域海陸シームレス地質図凡例（井上ほか，2010）
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能登半島の地質分布

能登半島の火山岩類の地質概略図（日本地質学会，2006に加筆）

日本地質学会編 (2006) ：日本地方地質誌4 中部地方，朝倉書店．

・能登半島北部には陸弧（大陸縁の火山弧）的な化学組成の特徴をもつ玄武岩，安
山岩，高マグネシア安山岩などのマグマが新生代古第三紀漸新世（26～30Ma）に多
量に噴出した（高洲山層）。

・中新世前期（20～22Ma）にも量は少ないが同様な活動があった（神和住層）。

・中新世前期末（15～17Ma）には半島北部で多量の酸性火砕岩が噴出し，中部では
洪水安山岩が噴出した。

・中新世後期の9Ma以後は，能登半島北西部の黒崎などで見られる高カリウム・マグ
マを先駆けとして，現在まで引き続く背弧的な島弧火山活動が開始された。

（日本地質学会，2006）

志賀原子力
発電所
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能登半島の段丘面分布図（太田・国土地理院，1997）

1-7

志賀原子力
発電所

太田 陽子・国土地理院地理調査部（1997）：「能登半島」１：100,000，地殻変動土地条件図，国土地理院技術資料，D.1-No.347．



能登半島の段丘面分布図(小池・町田，2001）

1-8
小池一之・町田洋（編）（2001）：日本の海成段丘アトラス，東京大学出版会．
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能登半島西方重力異常図（上嶋ほか，2007） 能登半島東方重力異常図（上嶋ほか，2002）

志賀原子力
発電所

ブーゲー重力異常図（仮定密度2.3）
等値線及びスケールの数値は重力値を示す．単位はmgalで等値線の間隔は5mgal．

上嶋 正人・石原 丈実・木川 栄一・駒澤 正夫 （2007）：能登半島西方重力異常図・磁気異常図説明書，no.61（CD），産業技術総合研究所地質調査総合センター.
上嶋 正人・木川 栄一・駒澤 正夫 （2002）：能登半島東方・重力異常図・磁気異常図説明書，no.59（CD）， 産業技術総合研究所地質調査総合センター.
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能登半島周辺の重力異常



能登半島の活断層（第四紀逆断層アトラス）

0 10km
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池田 安隆・今泉 俊文・東郷 正美・平川 一臣・宮内 崇裕・佐藤比呂志（2002）：第四紀逆断層アトラス，東京大学出版会. 



能登半島の活断層（都市圏活断層図）
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杉戸 信彦・堤 浩之 （2010）：1:25,000 都市圏活断層図，邑知潟断層帯とその周辺「邑知潟」「邑知潟西南部」解説書，国土地理院技術資料，D・1－No.561,国土地理院.



Ⓚ Ⓛ

能登半島における海成段丘面の旧汀線高度の分布

太田 陽子・平川 一臣（1979）：能登半島の海成段丘とその変形，地理学評論，52-4，169-189．

■能登半島全域において，最終間氷期に形成されたM1面の旧汀線高度の分布を調査している太田・平川（1979）について取りまとめた。

能登半島の旧汀線位置と高度の分布（太田・平川，1979に一部加筆）

・最終間氷期（12～13万年前）の海進期に形成されたM1面は，北部の最高110mから南部の
20m前後まで著しい南下がりの傾動が認められる。

・半島全域が一つの傾動地塊ではなく，旧汀線高度の不連続から数個の傾動地塊に分かれて
おり，各地塊はいずれも南方への傾動を示す。

・外浦（西岸）では段丘面高度が不連続的に変化し，面の分布が絶たれる所もあるので，面や
高度の連続性のみを対比の基準とすることはできない。火山灰など段丘面対比の有効な鍵
層も見出すことができなかったので，段丘面の正確な対比はかなり困難である。

太田・平川（1979）

旧汀線高度投影図 （太田・平川，1979を編集）
位置は左下図参照。鎖線は山地の境界を示す。

志賀原子力
発電所

山地界

①宝立山地

②鉢伏山地

③桑塚山地

猿山山地
（段丘面の分布が断片
的で，山地が海岸に迫
り，崩壊地形が多く，正
確な対比は不可能）

Ⓓ

Ⓔ
Ⓖ

Ⓗ

Ⓘ

Ⓚ Ⓛ

Ⓙ

Ⓜ

Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ

Ⓝ
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Ⓐ Ⓑ Ⓒ Ⓓ Ⓔ Ⓕ Ⓖ Ⓗ Ⓘ Ⓙ

L
③桑塚山地（西） ②鉢伏山地（北）

①宝立山地 ②鉢伏山地（南） ③桑塚山地（東）

北 南 東 西 北 南

南 北 西 東

Ⓜ Ⓝ

Ⓕ

1-12

太田・平川（1979）の旧汀線高度の取り方

M1面

旧汀線高度

（旧汀線アングル）※

※当社の段丘面内縁標高にあたる



歴史地震による海岸線の隆起量（2007年能登半島地震）

地震前後の航空レーザ計測から求めた2007年能登半島地震による隆起量（浜田ほか，2007)

浜田 昌明・野口 猛雄・穴田 文浩・野原 幸嗣・宮内 崇裕・渡辺 和樹・山口 弘幸・佐藤 比呂志（2007）：2007年能登半島地震に伴う地殻変動と能登半島の海成段丘，東京大学地震研究所彙報，82，345-359． 1-13



歴史地震による海岸線の隆起量（1729年能登・佐渡の地震）

Hamada, M., Hiramatsu, Y., Oda M., Yamaguchi H., （2016）： Fossil tubeworms link coastal uplift of the northern Noto Peninsula to rupture of the Wajima-oki fault in AD 1729. Tectonophysics, 670, 38-47.

潮間帯生物遺骸化石の分布高度から求めた1729年能登・佐渡の地震の推定隆起量（下図の赤線）（Hamada et al., 2016）
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データ集２

航空レーザ計測仕様
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志賀原子力
発電所

航空レーザ計測による地形データを基に作成した赤色立体地図

5km

30km

航空レーザ計測仕様

項目 平均パラメータ

プラットフォーム（航空機） C207 C404・Tu206g

レーザ装置
Optech社製
ALTM3100

Leica社製
ALS50

平均対地高度 1,200m

対地速度 65m/sec

レーザ照射頻度 70,000Hz

飛行コース間の距離 約385m

飛行コース間の計測幅の重複割合 35%

飛行直角方向の取得点間隔 約0.7m

飛行コース数
174（地震前計測：2006年10～12月）
56（地震後計測：2007年3～4月）

航空レーザ計測仕様（野原ほか,2007）

※地震前計測，地震後計測から得られたデータにおける隣接した飛行コース
間の標高較差の平均値，標準偏差及びRMS誤差は，いずれも0.1m未満で
ある。
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データ集３

海成段丘面に関する補足検討
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中位段丘Ⅰ面にステージ5cの段丘堆積物が混在しないことに関する検討

・上記検討によれば，敷地付近において，ステージ5cの旧汀線高度は中位段丘Ⅰ面の分布高度に達しない。

・よって，中位段丘Ⅰ面にステージ5cの段丘堆積物が混在する可能性はない。

海水準変動曲線（Siddall et al.（2006）に基づく）

■海水準変動曲線を用いて，中位段丘Ⅰ面（ステージ5eに形成）の分布高度と，ステージ5cの旧汀線高度について比較した。

同位体ステージ 年代 海水準

ステージ5e 124ka 3m

ステージ5c 101ka -17m

テフラの年代
（町田・新井（2003）に基づく)

敷地付近の段丘面の模式図

中位段丘Ⅰ面

1

（1） 敷地付近の中位段丘Ⅰ面の分布高度に基づくス
テージ5e以降の平均隆起速度の算出

（2） (1)に基づくステージ5cの旧汀線高度の算出

（3） 中位段丘Ⅰ面の分布高度とステージ5cの旧汀線高
度の比較

【検討フロー】

K-Tz

標
高

（
m

）

・平均隆起速度 （25m - 3m）/124kyr = 0.18 mm/yr

・ステージ5cの旧汀線高度 (0.18mm/yr × 101kyr) – 17m = 1 m

・敷地付近では，中位段丘Ⅰ面の分布高度が25m程度
であり，ステージ5e以降の平均隆起速度は0.18mm/yr
と推定される。それに基づき算出されるステージ5cの
旧汀線は約1mであり，現海水準と同程度のため，ス
テージ5cの段丘面は分布しない。

・つまり，敷地付近において，被覆層にK-Tzテフラ
（95ka）を含む海成段丘面は，ステージ5e以前に形成
されたと判断される。

SK テフラ 年代

K-Tz 95ka

SK 110～115ka

各ステージの年代および海水準
（Siddall et al.（2006）に基づく)

1

3-2



SKテフラの堆積環境に関する検討

位置図

■中位段丘Ⅰ面はSKテフラが検出されないことが多く，古砂丘では比較的よく検出される。その要因としてSKテフラの堆積環境の違いが考えられるため，中位段丘Ⅰ
面と古砂丘について，テフラを埋積する堆積物の堆積速度を比較した。

・堆積物が多量に供給されない（堆積速度が小さい）地点では，SKテフラが表流
水や風により拡散し，検出頻度が低くなると考えられる。

SKの降灰/風成砂の堆積

砂層 SK

SKの保存

SKの降灰/被覆層（風成層）の堆積

表流水や風に
よるSKの拡散

SK

テフラの年代（町田・新井，2003）

被覆層

・堆積物が多量に供給される（堆積速度が大きい）地点では，SK
テフラがよく保存され，検出頻度が高くなると考えられる。

1km0

B

A

志賀原子力
発電所

SK
SK

C

D

古砂丘中位段丘Ⅰ面

C

6.5m

2.2m

D

SK降灰以降の風成堆積物の厚さ

A

0.2m

B

0.5m
0

4

m

2

8

6

・SK降灰からK-Tz降灰期
間（約1.5万～2万年間）
における堆積物の厚さ
は，中位段丘Ⅰ面では
数十㎝であるのに対し，
古砂丘では数mである。

中位段丘Ⅰ面 古砂丘

・A,B地点の詳細はデータ集4，
C,D地点の詳細はデータ集11を参照
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データ集４

海成段丘面 段丘構成層調査
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段丘構成層調査 位置図

調査位置図

敷地周辺陸域の段丘面分布図

30km

5km

志賀原子
力発電所

右拡大図範囲

Loc.f（大津表土はぎ）

Loc.K（安部屋表土はぎ）

Loc.c（えん堤左岸トレンチ）

Loc.a（駐車場南側法面付近ピット） Loc.b（駐車場南東方トレンチ）

Loc.H（S-2･S-6 No2トレンチ）

Loc.G（S-2･S-6No3トレンチ）

Loc.e（大坪川ダム右岸トレンチ）

Loc.d（えん堤左岸トレンチ付近ピット）

Loc.F（敷地北部境界付近ピットNo.2）

Loc.E（敷地北部境界付近ピットNo.1）

Loc.B（福浦港ピットNo.2）

Loc.A（福浦港ピットNo.1）

Loc.C（福浦港ピットNo.3）

Loc.I（赤住ピット）

Loc.J（百浦ボーリング）

Loc.D（敷地北方ボーリング）

凡例

Loc. ａ 高位段丘Ⅰ面に関する調査

Loc. A 中位段丘Ⅰ面に関する調査
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段丘構成層調査 Loc.A（福浦港ピットNo.1）

火山灰分析結果

試料は10cm間隔

試料
番号

テフラの年代（町田・新井，2003）

AT：2.6万～2.9万年前
K-Tz：9.5万年前

＜柱状図＞ 腐植混じりシルト層（表土）
耕作土で腐植混じりシルト。層厚は20～25cmあるが、
ピットの東側半分は深さ65～70cmまで人工掘削により
掘り返された跡がある。

0.00～-0.20m

赤褐色土壌
赤褐色斑紋のある土壌。赤褐色部（5YR4/6）と明褐色部
（7.5YR5/6）が特徴的な斑紋を示し、縦横両方向に発達する
が、縦方向が優勢である。径5～10cmの亜角礫（半クサリ）
を2個含む。締りが強く、強い指圧でわずかに跡が付く。層厚
は西側壁で最大84cm。

砂礫層
径1～30cm、最大40cmの亜角礫よりなる。
礫の含有率は60～70％程度。概ね径10～15cm以下の
礫は風化し、捻り鎌で削れるほどに軟質でクサリ礫。
概ね径15cm程度以上の礫は表面付近を除いて新鮮で硬い。
基質は中～粗粒砂とみられるが風化が著しく、詳細不明。
基質の所々に灰白色を帯びた部分が点在する。
基質の締りは比較的良く、強い指圧で跡は付き難い。

礫混じり砂層（海成堆積物）
径１～3cmの風化礫を少量含む中～粗粒砂。風化して
粘土化が進んでいる。層厚15～25cm。上下部に厚さ
1～3cmのにぶい黄橙色(10YR5/4)を呈する軟質なシルト層
を挟む。締りの程度は上位の礫層とほぼ同じで、強い指圧
で跡は付き難い。

穴水累層 凝灰角礫岩
安山岩質凝灰角礫岩。角礫の大きさは径3～40cmと
広い範囲にわたっており、径10～15cm程度以下の礫や
基質の凝灰岩部も含めて、著しく風化している。径15cm
以上の角礫は表面の数㎜を除いて新鮮であり、硬い。

-0.20～-1.00m

-1.00～-1.62m

-1.62～-1.78m

-1.78～-1.90m

凡例

AT

K-Tz

記号

（EL 28.5m）
GL-0m

-0.5m

-1.0m

-1.5m

調査位置図

Loc.A（福浦港ピットNo.1）

志
賀
原
子
力
発
電
所

ボーリング調査結果

4-3



段丘構成層調査 Loc.B（福浦港ピットNo.2）
試料
番号

火山灰分析結果

試料は10cm間隔

テフラの年代（町田・新井，2003）

AT：2.6万～2.9万年前
K-Tz：9.5万年前

0.00～-0.20m

-0.20～-0.55m

-0.55～-1.30m

-1.30～-2.00m

-2.00～-2.15m

礫混じり砂質シルト層（表土）
礫混じり砂質シルト層。腐植、植物根を多く含み、軟質。
指頭で容易に跡が残る。径1～5mmの単粒状構造が
見られる。下位の層にかけて樹根の貫入跡（深さ70cm）
が認められる。

明褐色土壌
下位との境界に起伏があり、下位層を侵食して堆積している
粘土混じりシルト層。色調は明褐色（7.5YR5/6)、指圧で跡が
残り、比較的軟質。樹根の貫入跡が多い。

赤褐色土壌
濃い赤褐色部（5YR4/6）が約70～80％、明褐色部
（7.5YR5/6）が約20～30％の割合で縞状の斑紋をなす。縞
状模様は縦横両方向に発達する。径0.5～1cm程度の弱い
亜角塊状構造が認められる。締りは比較的大きく、強い指
圧で跡が残り難い。

礫層（海成堆積物）
径2～20cmの亜円礫が主体で、一部円礫も含む。
最大礫は径40cm。礫の含有率は60～70％程度。径5cm
程度以下の礫は殆んどクサリ礫で、軟質。径5cm程度
以上の礫は表面の1～5mmが軟質であるが、内部は
比較的新鮮で硬いものが多い。基質は粗粒砂～細礫より
なるが、大部分は粘土化している。
基質の締りは比較的大きく、強い指圧で跡が残り難い。
基質の一部に灰白色を呈する粘土状物質が数10cm程度の
広がりで、数箇所に分布する。

穴水累層 安山岩(均質)
割れ目がよく発達する。割れ目沿いを中心に風化が
進んでおり、軟質であり削り鎌で削ることができる。
比較的風化の弱い岩塊部は褐灰色（7.5YR5/1）を呈し、
硬い。

凡例

AT

K-Tz

記号

（EL 26.7m）
GL-0m

-0.5m

-1.0m

-1.5m

＜柱状図＞

Loc.B（福浦港ピットNo.2）

志
賀
原
子
力
発
電
所

ボーリング調査結果

調査位置図

4-4
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段丘構成層調査 Loc.C（福浦港ピットNo.3）

火山灰分析結果

試料
番号

砂質シルト層（表土）
黒褐色(10YR3/2)を呈する。砂質シルトからなり、腐植片や未分解の
植物根を多く含む。締りが悪く、指圧で容易に跡が残る。

0.00～-0.25m

-0.25～-0.73m

-0.73～-1.12m

-1.12～-1.40m

-1.40～-1.63m

-1.63～-2.00m

明褐色土壌
黄褐～にぶい黄褐色(2.5Y5/3～10YR5/4)を呈する。締りが悪く、指
圧で容易に跡が残る砂質シルト。やや団粒状であり、指先で解すこ
とができる。粗粒砂や細礫を多く含み、これらは指で潰れる程度に軟
質である。また、やや硬質な安山岩の角～亜角礫が僅かに散在する。
一部に水平な層理が認められる。

赤褐色土壌
斑紋の発達したシルト。赤色部で赤褐色(5YR4/6～4/8，一部で
2.5YR4/6)、淡色部で明褐色(7.5YR5/6～5/8)を呈し、径数cmの粒状
に斑紋が認められる。良く締まっており、強い指圧で僅かに跡が残る。
弱～中程度の亜角塊状土壌構造が認められる。

礫層
基質は明赤褐～明褐色(5YR～7.5YR5/6)を呈するシルト質砂からな
り、中～粗粒砂分を含む。良く締まっており、強指圧で跡が残らない。
礫は径5～15cmの安山岩亜角～亜円礫を主体とする。礫の含有率
は30～50％程度である。礫の一部は半クサリ礫となっている。下位
層を侵食してチャネル状に分布する。

礫層
基質はにぶい褐～にぶい黄色(7.5YR5/4～2.5Y6/3)を呈するシルト
質粗粒砂からなり、粒子の一部は軟質化し、指先で潰すことができ
る。良く締まっており、指圧で跡が残らない。礫は径5～10cmの安山
岩亜角～亜円礫を主体とし、最大径25cmの礫も混じる。その含有率
は10～20％程度である。礫は層理や斜交層理に沿って配列している。

穴水累層 安山岩（均質）

風化による軟質化が著しい安山岩。赤紫～赤褐色を呈し，ナイフで
削ることができる程度の軟質である。

GL-0m

-0.5m

-1.0m

-1.5m

＜柱状図＞

（EL 26.0m）

テフラの年代（町田・新井，2003）

AT：2.6万～2.9万年前
K-Tz：9.5万年前

凡例

AT

K-Tz

記号

Loc.C（福浦港ピットNo.3）

志
賀
原
子
力
発
電
所

ボーリング調査結果

調査位置図

試料は10cm間隔
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※2

火山灰分析結果

※2: K-Tzの降灰層準と認定した箇所より
も下位に検出されたβ石英は，浸透
等によるものと判断。

テフラの年代（町田・新井，2003）

DKP：5.5万年前以前
Aso-4：8.5万～9万年前
K-Tz：9.5万年前
SK：11万～11.5万年前

Aso-4 Ho含む

←NNE SSW→

コア写真※1

調査位置写真

ボーリング調査位置

ボーリング調査結果

赤褐色土壌
赤褐色～褐色（5～7.5YR4/6）を呈する。深度0.85～
1.05 m付近ではわずかに砂分が多く，明褐色を呈す
部分も見られる。深度1.03～1.43mでは黒雲母片を含
む。深度1.36～1.43 mでは黄褐色を呈すシルトが見ら
れる。指圧でわずかに跡が残る程度に締まっている。

砂礫層（海成堆積物）
礫は安山岩のくさり礫（径3～20 cm程度）からなり，
一部新鮮な礫も見られる。礫の含有量は70～80%程
度である。

明褐色土壌
明褐～褐色（7.5YR5/8～4/6）を呈し，全体に弱亜角
塊状の土壌構造が見られる。指圧でわずかに跡が
残る程度に締まっている。

礫混じり砂層
極細粒～細粒砂からなり，安山岩のくさり礫（径1 cm
程度）を含む。指圧でわずかに跡が残る程度に比較
的締まっている。

安山岩

全体的に強風化している。稀に粘土化したギブサイ
トが見られる。

試料
番号

-0.47～
-1.43 m

-1.63～
-2.41 m

-0.14～
-0.47 m

-1.43～
-1.63 m

-2.41～
-2.82 m

＜柱状図＞

深度(m)

0

１

２

深度(m)

１

２

3

旧耕作土0.00～
-0.14 m

・試料番号14の火山ガラスの主成分分析結果については，次頁参照

※1： 斜めボーリング（傾斜70°西方向）で掘削

(EL 9.6 m)

(深度3m)

(深度2m)

(深度1m)

段丘構成層調査 Loc.D（敷地北方ボーリング）①

Loc.D（敷地北方ボーリング）

志
賀
原
子
力
発
電
所

調査位置図

4-6
試料は10cm間隔



・試料番号14の火山ガラスの主成分分析を行った結果，青木・町田（2006）のSKと類
似しており，この火山ガラスを含む層準をSKの降灰層準と認定した。

■ 試料番号14におけるSKの火山ガラスの主成分
● 青木・町田（2006）におけるSKに含まれる火山ガラスの主成分

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号14

段丘構成層調査 Loc.D（敷地北方ボーリング）②

4-7



段丘構成層調査 Loc.E（敷地北部境界付近ピットNo.1）

E→←W

火山灰分析
試料採取位置

試料は10cm間隔

(EL13.0m)

テフラの年代（町田・新井，2003）

AT：2.6万～2.9万年前
K-Tz：9.5万年前

凡例

AT

K-Tz

記号

Loc.E（敷地北部境界付近ピットNo.1）

志
賀
原
子
力
発
電
所

火山灰分析結果

ボーリング調査結果

調査位置図

試料
番号

4-8



段丘構成層調査 Loc.F（敷地北部境界付近ピットNo.2）

←S N→

火山灰分析
試料採取位置

(EL17.5m)

テフラの年代（町田・新井，2003）

AT：2.6万～2.9万年前
K-Tz：9.5万年前

凡例

AT

K-Tz

記号

試料は10cm間隔

Loc.F（敷地北部境界付近ピットNo.2）

志
賀
原
子
力
発
電
所

火山灰分析結果

ボーリング調査結果

調査位置図

試料
番号

4-9
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段丘構成層調査 Loc.G（S-2・S-6 No.3トレンチ）①

南側トレンチ 南壁面スケッチ

W→←E

0 2m

N82°E/42°SE
N10°E/46°NW

明褐～褐色土壌埋土

安山岩（角礫質）

K-Tz

AT

K-Tz
K-Tz

火山灰分析（TE3①-1) 火山灰分析（TE3①-2)

火山灰分析（TE3①-3)

Loc.G（S-2･S-6No3トレンチ）

志
賀
原
子
力
発
電
所

北側トレンチ 南壁面スケッチ

テフラの年代（町田・新井，2003）

K-Tz：9.5万年前
AT   ：2.6万～2.9万年前

0 2m

N24°W/54°SW

安山岩（角礫質）

埋土

火山灰分析（TE3②-1)

K-Tz

AT

調査位置図

W→←E

・火山灰分析結果については，次頁参照

赤褐色土壌赤褐色土壌
砂質シルト層

シルト質砂礫層（海成堆積物）

シルト質砂礫層（海成堆積物）

明褐～褐色土壌

赤褐色土壌

4-10



段丘構成層調査 Loc.G（S-2・S-6 No.3トレンチ）②

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

火山灰分析結果

TE3①-2

TE3②-1

TE3①-1 TE3①-3

4-11

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔



段丘構成層調査 Loc.H（S-2・S-6 No.2トレンチ）①

←W
E→

埋土

埋土

安山岩（角礫質）
安山岩（均質）

S-2・S-6
N17°W/68°SW

K-Tz

K-Tz K-Tz

火山灰分析（TE2-3上) 火山灰分析（TE2-2上) 火山灰分析（TE2-1上)

火山灰分析（TE2-1下)

火山灰分析（TE2-2下)

火山灰分析（TE2-3下)

トレンチ 北壁面スケッチ

（上段）

（下段）

←W E→

EL17.3m

EL19.9m

小段

EL21.6m

トレンチ 北壁面写真

テフラの年代（町田・新井，2003）

K-Tz：9.5万年前

Loc.H（S-2･S-6 No2トレンチ）

志
賀
原
子
力
発
電
所

調査位置図

・火山灰分析結果については，次頁参照

赤褐色土壌

砂礫層（海成堆積物）

4-12

0 2m



試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

段丘構成層調査 Loc.H（S-2・S-6 No.2トレンチ）②

火山灰分析結果

TE2-1上

TE2-1下

TE2-3上

TE2-3下

TE2-1上TE2-2上

TE2-2下

・試料番号12（TE2-1上），試料番号9（TE2-2上） ，試料番号7（TE2-3上）のβ石英中のガラス包有物の
主成分分析結果については，次頁参照

4-13

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔



♦ S-2・S-6 No.2トレンチにおけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分
＊ 古澤・中村（2009）におけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分

TE2-1上，試料番号12 TE2-2上，試料番号9 TE2-3上，試料番号7

段丘構成層調査 Loc.H（S-2・S-6 No.2トレンチ）③

β石英中のガラス包有物の主成分分析結果

・試料番号12（TE2-1上），試料番号9（TE2-2上） ，試料番号7（TE2-3上）の含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分分析を
行った結果，古澤・中村（2009）のK-Tzと類似しており，このβ石英を含む層準をK-Tzの降灰層準と認定した。 4-14



段丘構成層調査 Loc.I（赤住ピット）①

試料
番号

テフラの年代（町田・新井，2003）

K-Tz：9.5万年前

0.00～-0.13m

-0.13～-0.23m

-0.23～-0.45m

-0.45～-1.00m

-1.00～-2.45m

-2.45～-2.60m

砂混じり腐植土層(表土)
砂混じり腐植土層。腐植、植物片を多く含む。
非常に軟質、指先で崩すことができる。

砂質シルト層（表土）
径1～2cmの礫が少量混じり、砂分をやや多く含む。
締りは非常に弱く、指圧で容易に跡が付く。

赤褐色土壌
粘土混じりシルト層。層厚は20数cmで薄く、南壁付近に
のみ分布する。径2～3cmのクサリ礫を少量含み、下位
の礫層に漸移する。部分的に弱い斑紋が見られる。
やや締りがあり、強い指圧で跡が残る。

礫層
礫径は径2～15cmが卓越（最大径25cm）。礫の円磨度は
亜角～亜円礫で、亜角礫が優勢である。礫の含有率は
70～80％。礫の表面は風化して軟質であるが、礫の
内部は比較的固い。基質は風化しており粘土質で軟らかい。
締りは弱く、指圧で容易に跡が残る。

礫層（海成堆積物）
礫径は3～20cmが卓越。最大径40cmの礫も含んでいる。
礫の円磨度は亜円～円礫が卓越する。礫の含有率は
70～80％で、基質の割合は小さい。
基質は粗粒砂～細礫よりなるが、変質しており、やや灰白
色味を帯びる粘土状。
礫の風化の程度は、径1～3cmは大部分がクサリ礫。径3cm
程度以上の礫は表面が風化して軟質であるが、内部は比
較的新鮮で半クサリ礫。
基質の締りはやや強く、指圧で跡が付き難い。

穴水累層 安山岩(角礫質)
角礫は径30～50cmが多く、一部は角礫状を呈さない
部分と混在する。一部の角礫化した細粒部（径5cm程度
以下）は風化が進んでおり、軟質である。

（EL 23.3m）

凡例

K-Tz

記号

GL-0m

-0.5m

-1.0m

-1.5m

-2.0m

-2.5m

＜柱状図＞

Loc.I（赤住ピット）

ボーリング調査結果

志
賀
原
子
力
発
電
所

調査位置図

・火山灰分析結果については，次頁参照 4-15



段丘構成層調査 Loc.I（赤住ピット）②

試料は10cm間隔

火山灰分析結果

4-16



ボーリング調査結果

段丘構成層調査 Loc.J（百浦ボーリング）

試料は10cm間隔

5

1

2

3

4

4

0

1

2

3

深度（m）

コア写真（深度0～5m）

深度（m）

柱状図作成範囲

テフラの年代（町田・新井，2003）

AT：2.6万～2.9万年前
K-Tz：9.5万年前

凡例

AT

K-Tz

記号

試料
番号

0.00～-0.10m

腐植質シルト
軟質である。植物根混じり。

-2.37～-3.94m

シルト質礫層（海成堆積物）
2.37～2.50m間について、基質は上
位と同質の砂質シルト、礫は、径2～
80mmの安山岩亜円礫で含有率は
50％程度である。径30mm以下の礫
は風化してツメで傷がつくが、大径の
礫は硬質である。2.50m以深につい
て、礫は、径2～200mm以上の安山
岩亜円礫～亜角礫である。径50mm
以上の礫は、暗灰色を呈する。硬質
な安山岩礫よりなる。径50mm以下の
礫は、暗灰色、黒色、赤褐色等、多
様な色調を呈する安山岩で一部はく
さり礫化している。2.7～2.8m付近、
3.25～3.3m付近、3.6m以深は、礫支
持構造が見られる。礫の含有率は、
下位ほど高く60～80％以上である。
基質は、にぶい黄褐～灰黄色を呈す
る細礫混じりのシルトからなり、一部
は指圧で変形しない程硬い。

GL-0m

-0.5m

-1.0m

-1.5m

（EL 24.2m）

-2.0m

-2.5m

-3.0m

-3.5m

＜柱状図＞

-3.94～-4.00m 穴水累層 安山岩（均質）
全体に風化軟質化している。

Loc.J（百浦ボーリング）

火山灰分析結果

志
賀
原
子
力
発
電
所

調査位置図

赤褐色土壌
やや軟質な砂質シルト層。わずかに粗
粒砂分を含むが、ほぼ均質な粘土から
成る。
硬さは、指圧で容易に変形するが、下位
ほど硬くなり、1.5m以深は強い指圧でほ
とんど変形しない。
色調は、明褐色を呈する。ただし、1.0～
1.8m間は、明黄褐色優勢で明褐色部の
斑状が認められる。1.8～2.05m間は灰
白色を呈する斑紋が見られる。
土壌構造は、全体に不明瞭な亜角塊状
を呈する。ただし、1.5～2.05m間は明瞭
となる。

-0.40～-2.37m

明褐色土壌
0.2mまでは、腐植混じり。0.4mに植物根
（径10mm）を含む。
色調は、明褐色を呈する。

-0.10～-0.40m

4-17



段丘構成層調査 Loc.K（安部屋表土はぎ）①

試料は10cm間隔

露頭調査結果

Loc.K（安部屋表土はぎ）

志
賀
原
子
力
発
電
所

火山灰分析結果

調査位置図

・試料番号16の火山ガラスの主成分分析結果については，次頁参照

テフラの年代（町田・新井，2003）

AT：2.6万～2.9万年前
DKP：5.5万年前以前
Aso-4：8.5万～9万年前
K-Tz：9.5万年前
SK：11万～11.5万年前

柱状図位置

←NW SE→

試料
番号

4-18

（海成堆積物）

（EL12m）

試料は10cm間隔



火山ガラスの主成分分析結果：試料番号16

段丘構成層調査 Loc.K（安部屋表土はぎ）②

■ 試料番号16におけるSKの火山ガラスの主成分
× 試料番号16における給源不明の火山ガラスの主成分
● 青木・町田（2006）におけるSKに含まれる火山ガラスの主成分

・試料番号16の火山ガラスの主成分分析を行った結果，青木・町田（2006）のSKと類
似しており，この火山ガラスを含む層準をSKの降灰層準と認定した。

4-19



段丘構成層調査 Loc.a（駐車場南側法面付近ピット）①

試料は10cm間隔

火山灰分析結果

志
賀
原
子
力
発
電
所

Loc.a（駐車場南側法面付近ピット）

調査位置図

・試料番号7のβ石英中のガラス包有物の主成分分析結果については，次頁参照

テフラの年代（町田・新井，2003）

AT：2.6万～2.9万年前
K-Tz：9.5万年前

（EL34.72m）

ボーリング調査結果

試料
番号

4-20



段丘構成層調査 Loc.a（駐車場南側法面付近ピット）②

♦ 試料番号7におけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分
＊ 古澤・中村（2009）におけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分

β石英中のガラス包有物の主成分分析結果：試料番号7

・試料番号7のβ石英中のガラス包有物の主成分分析を行った結果，
古澤・中村（2009）のK-Tzと類似しており，このβ石英を含む層準を
K-Tzの降灰層準と認定した。 4-21



段丘構成層調査 Loc.b（駐車場南東方トレンチ）①

トレンチ 西壁面スケッチ

S-1

安山岩（角礫質）

砂礫層（海成堆積物）

赤色土壌（礫混じり）

赤色土壌

赤褐色土壌

埋土

安山岩（角礫質）

砕石

アスファルト

火山灰分析（P3） 火山灰分析（P2）

火山灰分析（P1）K-Tz K-Tz

N43°W/77°NE

←S
N→

N→←S

トレンチ 西壁面写真

テフラの年代（町田・新井，2003）

K-Tz：9.5万年前

Loc.b（駐車場南東方トレンチ）志
賀
原
子
力
発
電
所

調査位置図

・火山灰分析結果については，次頁参照 4-22
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段丘構成層調査 Loc.b（駐車場南東方トレンチ）②
P1

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

P2

P3

火山灰分析結果

・試料番号1（P2），試料番号3（P3）のβ石英中のガラス包有物の主成分分析結果については，次頁参照

4-23



段丘構成層調査 Loc.b（駐車場南東方トレンチ）③

P2，試料番号1

♦ 駐車場南東方トレンチにおけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分
＊ 古澤・中村（2009）におけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分

P3，試料番号3β石英中のガラス包有物の主成分分析結果

・試料番号1（P1），試料番号3（P3）のβ石英中のガラス包有物の主成分分析を行った結果，古澤・中村（2009）の
K-Tzと類似しており，このβ石英を含む層準をK-Tzの降灰層準と認定した。 4-24



Loc.c（えん堤左岸トレンチ）①

トレンチ 東壁面写真

←N S→

北壁面 南壁面

S-1
2m0

調査位置図
←N S→

S-1

AT

K-Tz

AT
（K-Tz混在）

AT
（K-Tz混在）AT

（K-Tz混在）

火山灰分析（T1）

安山岩（均質）
安山岩（均質）

シルト質砂礫層（海成堆積物）

赤色土壌

赤褐色土壌

明褐色土壌

黄褐色シルト層

褐色砂質シルト層

N72°W/86°NE 2m0

火山灰分析（T2） 火山灰分析（T3） 火山灰分析（T4）

AT

K-Tz

AT

K-Tz

←W E→
火山灰分析（T5）火山灰分析（T6）

・火山灰分析結果については，次頁参照

Loc.c（えん堤左岸トレンチ）
志
賀
原
子
力
発
電
所

トレンチ 東壁面スケッチトレンチ 北壁面スケッチ
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段丘構成層調査 Loc.c（えん堤左岸トレンチ）②

試料は5cm間隔

T2

T3 T4

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

T5

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

T6

火山灰分析結果

T1

・試料番号21（T1），試料番号12（T5），試料番号14（T6）のβ石英中のガラス包有物の
主成分分析結果については，次頁参照 4-26



段丘構成層調査 Loc.c（えん堤左岸トレンチ）③

T1，試料番号21

♦ えん堤左岸トレンチにおけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分
＊ 古澤・中村（2009）におけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分

T5，試料番号12 T6，試料番号14

β石英中のガラス包有物の主成分分析結果

・試料番号21（T1），試料番号12（T5），試料番号14（T6）のβ石英中のガラス包有物の主成分分析を行った結果，古
澤・中村（2009）のK-Tzと類似しており，このβ石英を含む層準をK-Tzの降灰層準と認定した。 4-27



段丘構成層調査 Loc.d（えん堤左岸トレンチ付近ピット）①

ボーリング調査結果

Loc.d（えん堤左岸トレンチ付近ピット）
志
賀
原
子
力
発
電
所

調査位置図

・火山灰分析結果については，次頁参照

テフラの年代（町田・新井，2003）

（EL39.16m）

AT ：2.6万～2.9万年前
Aso-4：8.5万～9万年前
K-Tz ：9.5万年前

試料
番号

4-28

（海成堆積物）

-0.5m



段丘構成層調査 Loc.d（えん堤左岸トレンチ付近ピット）②

♦ 試料番号30におけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分
＊ 古澤・中村（2009）におけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分

火山灰分析結果

試料は5cm間隔

・試料番号30のβ石英中のガラス包有物の主成分分析を行った結果，古澤・中村（2009）のK-Tzと
類似しており，このβ石英を含む層準をK-Tzの降灰層準と認定した。

β石英中のガラス包有物の主成分分析結果：試料番号30

4-29



段丘構成層調査 Loc.e（大坪川ダム右岸トレンチ）①

Loc.e（大坪川ダム右岸トレンチ）
志
賀
原
子
力
発
電
所

調査位置図

テフラの年代
（町田・新井，2003）

AT：2.6万～2.9万年前
K-Tz：9.5万年前

トレンチ 北壁面スケッチ

3-
30

安山岩
（均質）

明褐色土壌

赤色土壌

灰色粘土層

砂層（層理部）

砂礫層

砂層（土壌化部）

黄褐色シルト層

安山岩（角礫質）

EL50m

砂層（無層理部）

赤色土壌

砂層（層理部）砂礫層

AT
K-Tz AT

K-Tz

AT

AT

K-Tz AT

K-Tz

K-Tz混在

EL48m

EL52m

2m0

砂層（無層理部）

火山灰分析（No.1） 火山灰分析（No.2）
火山灰分析（No.3）

火山灰分析（No.4）
火山灰分析（No.5）

火山灰分析（No.6）
火山灰分析（No.7）

砂層，砂礫層は海成堆積物

E→←W

←W
E→

トレンチ 北壁面写真 2m0

・火山灰分析結果については，次頁参照 4-30



段丘構成層調査 Loc.e（大坪川ダム右岸トレンチ）②
No.1

No.2

No.3

No.4

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

火山灰分析結果 4-31



段丘構成層調査 Loc.e（大坪川ダム右岸トレンチ）③
No.5

No.6

No.7

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

火山灰分析結果 4-32



段丘構成層調査 Loc.f（大津表土はぎ）

遠景写真

露頭調査結果

火山灰分析結果

テフラの年代（町田・新井，2003）

AT：2.6万～2.9万年前
K-Tz：9.5万年前

凡例

AT

K-Tz

記号

-2.0m

赤褐色土壌
不明瞭な斑紋が見られ，赤色部で赤褐色（5YR4/6）
を呈し，淡色部でにぶい橙色（7.5YR6/4）を呈する。
全体に弱～中塊状の土壌構造が見られる。指圧で
跡が残らない程，締まっている。

-0.40～
-1.10m

-3.10～
-3.40m

礫層（海成堆積物）
礫は安山岩の円～亜角礫（径1～7㎝，最大径10㎝）
からなり，全体的にくさり礫化している。基質は土壌
化を被り，明赤褐色を呈す砂質シルトである。

GL-0m

-0.5m

-1.0m

-1.5m

＜柱状図＞試料
番号

-2.5m

-3.0m

0.00～
-0.40m

明褐色土壌
明褐色（7.5YR5/8）を呈し，全体に弱亜角塊状の土
壌構造が見られる。指圧で跡が残らない程，締まっ
ている。

赤色土壌
明瞭な斑紋が見られ，赤色部で赤褐色（2.5YR4/6）
を呈し，淡色部でにぶい黄橙色10YR6/4）を呈する。
全体に中塊状の土壌構造が見られる。指圧で跡が
残らない程，締まっている。下部40㎝程度に安山岩
の亜円礫（径2～4㎝）を含み，礫はくさり礫化してい
る。下位との境界は明瞭で不規則に凹凸する。

-1.10～
-3.10m

Loc.f（大津表土はぎ）

志
賀
原
子
力
発
電
所

調査位置図

4-33
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データ集５

音波探査航跡図

5-1



音波探査航跡図（当社 敷地前面調査海域）

敷地前面調査海域の音波探査航跡図（当社） 5-2



音波探査航跡図（他機関 敷地前面調査海域）

敷地前面調査海域の音波探査航跡図（他機関） 5-3



音波探査航跡図（他機関 七尾湾調査海域）

七尾湾調査海域の音波探査航跡図（他機関）

位置図

左図拡大範囲

調査測線（海上保安庁水路部：スパーカー・シングルチャンネル）

5-4



データ集６

敷地前面調査海域 柱状採泥による年代分析

6-1



柱状採泥による年代分析 位置図

［試料採取はピストン式柱状採泥方式]

試料採取位置図

志賀原子力発電所

St.4

St.8

St.36

St.24
北陸電力スパーカー（No.1-1）

北陸電力スパーカー（No.5）

北陸電力ブーマー（No.6U）

凡例

St.4 年代測定（北陸電力）

音波探査記録添付範囲（次頁）
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柱状採泥による年代分析結果
測線名 音波探査記録 柱状図及び分析結果

北陸電力
スパーカー
No.1-1

北陸電力
スパーカー

No.5

東大震研
ブーマー

K28

北陸電力
ブーマー
No.6U

SE→←NW
St.36※

150m

140m

約250m

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3 Ｃ1

Ｃ2

Ｄ1

←W Ｅ→St.４

150m

140m

約250m

Ｂ1

Ｃ1

この図面は，東京大学地震研究所の海上音波探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである

St.8St.36※

200m

150m

約1km

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ2

Ｂ3

Ｂ2
Ｃ1 Ｃ2

Ａ

←W Ｅ→

１:15

１:６

１:15

１:６

【St.24柱状図】

【St.36柱状図】

【St.8柱状図】

【St.4柱状図】

 B2層：貝化石のESR年代値
235,000y.B.P（参考値）

 B1層：貝化石のESR年代値
84,000y.B.P

 B1層：貝化石のESR年代値
22,000y.B.P

 B1層：木片の14C年代値
32,000y.B.P

St.24

←W Ｅ→

約1350m

Ｂ1 Ｂ2

Ｂ3

Ｃ1

Ｃ2
150m

200m

採取長 57cm

採取長 70cm

採取長 78cm

採取長 85cm

※ St.36については，B2層を対象に柱状採泥を行ったが，下図のとおり採取位置付近までB1層が分布している。この
ため，表層付近には薄くB1層が堆積し，その年代を測定している可能性もあることから，参考値とした。
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データ集７

B１/B２層境界の形成時期の検討
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柱状試料の柱状図（片山・池原（2001）に一部加筆）

AT（24,500年前）

DKP

162cm

328cm

AT（24,500年前）54cm

採泥点位置（片山・池原（2001）に一部加筆）

志賀原子力
発電所

テフラ層が確認された柱状採取地点

片山・池原（2001）は，火山ガラスの屈折率測定結果
から，RC579のものはATおよび大山倉吉軽石（DKP）
に，RC580のものはATにそれぞれ同定されたとして
いる。

・片山・池原（2001）は，能登半島西方において19地点で柱状採泥を行い，４地点でテフラ層を確認し，ATを24,500年前としてそれ以降の平
均堆積速度を求めると，RC579，RC580の２地点（当社音波探査測線付近に位置）では，それぞれ6.6cm/千年，2.2cm/千年となるとしてい
る。

B１/B２層境界の形成時期の検討①
■B１/B２層境界の形成時期について確認するため，文献の柱状採泥結果を用い，その平均堆積速度から後期更新世の層厚について推定し，中期更新世と判断

されるB１/B２層境界までの層厚と対比した結果について示す。

位置図

片山・池原（2001）による試料採取位置

志賀原子力
発電所

RC579

RC580

10km0
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AT（24,500年前）162cm

№
9
5
.5
-
1

RC579付近の位置図

125,000年前825cm

←SW

No.95.5-1

S7-2
S5-2

RC579

B1

30m

SE→

柱状試料の柱状図（RC579地点）
（片山・池原（2001）に一部加筆）

右図記録範囲

北陸電力スパーカー(S5-2）

S7-1

20m

RC579

←NW

B1

RC579

25m

←N

B1

片山・池原（2001）による試料採取位置

6
.6
c
m
/
千

年

（8m）

（8m）

（8m）

北陸電力スパーカー(S7-1）

（ ）内は平均堆積速度から推定した後期更新世以降の層厚

1 105 1715

152025 10 5

1 5 10 15

RC579付近 層厚 備考

平均堆積速度から求めた
後期更新世の基底まで

約8ｍ
平均堆積速度（6.6cm/千年）

後期更新世（12.5万年前以降）

B１/B２層境界まで 約20～30ｍ

RC579

S→

B2

B2

B2

S7-1

16

NE→

■RC579地点において，平均堆積速度から後期更新世の層厚について推定した結果について以下に示す。

B１/B２層境界の形成時期の検討②

・柱状採泥結果から推定される後期更新世の層準はB１層内部であり，B１/B２層境界は中期更新世
における海水準低下期に対応すると判断される。 7-3

北陸電力スパーカー(No.95.5-1）



1：15

35 20

←N

AT（24,500年前）54cm

125,000年前275cm

柱状試料の柱状図（RC580地点）
（片山・池原（2001）に一部加筆）

北陸電力スパーカー(No.102.5-2）

30 25

RC580

S→

北陸電力スパーカー(No.11-1）

1：15

2530 20 15

←W

E→

RC580

30m

30m

（3m）

（3m）

（ ）内は平均堆積速度から推定した後期更新世以降の層厚

2
.2
c
m
/
千

年

RC580付近 層厚 備考

平均堆積速度から求めた
後期更新世の基底まで

約3ｍ
平均堆積速度（2.2cm/千年）

後期更新世（12.5万年前以降）

B１/B２層境界まで 約30ｍ

B1

B1

B2

B2

■RC580地点において，平均堆積速度から後期更新世の層厚について推定した結果について以下に示す。

・柱状採泥結果から推定される後期更新世の層準はB１層内部であり，B１/B２層境界は中期
更新世における海水準低下期に対応すると判断される。

RC580付近の位置図

右図記録測範囲

片山・池原（2001）による試料採取位置

No.11-1

N
o
.1
0
2
.5
-
2

RC580

B１/B２層境界の形成時期の検討③
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基礎試錐「金沢沖」の柱状図

（天然ガス鉱業会ほか（1992）
に一部加筆）

金沢沖「1‐X」の柱状図

（天然ガス鉱業会ほか（1992）
に一部加筆）

677ｍ

450ｍ

110 105 100 95

北陸電力スパーカー(No.92.5）

160m

240m

320m

400m

5 10 15 20

北陸電力スパーカー(No.97.5-3）

1：15

S→
←N

基礎試錐「金沢沖」

金沢沖「１－Ｘ」

S→←N

1：15

70m

45m

B1

B1

基礎試錐「金沢沖」

金沢沖「１－X」

N
o
.9
2
.5

N
o
.9
7
.5
-
3

右図記録範囲海底ボーリング位置

位置図

（33～47m）

（22～31m）

（ ）内は更新統の層厚から推定した後期更新世以降の層厚

基礎試錐「金沢沖」 層厚 備考

更新統の層厚から求めた
後期更新世の基底まで

約33ｍ

約47ｍ

更新統基底（180万年前または260万年前※２）

後期更新世（12.5万年前以降）

B１/B２層境界まで 約70ｍ

金沢沖「１－Ｘ」 層厚 備考

更新統の層厚から求めた
後期更新世の基底まで

約22ｍ

約31ｍ

更新統基底（180万年前または260万年前※２）

後期更新世（12.5万年前以降）

B１/B２層境界まで 約45ｍ

※２ ：小池・町田（2001）による更新世/鮮新世境界
180万年前：古地磁気層序のオルドバイイベントの終末
260万年前：古地磁気層序のマツヤマ/ガウス境界

・試錐結果から推定される後期更新世の層準はB１層内部であり，B１/B２

層境界は中期更新世における海水準低下期に対応すると判断される。

400m

480m

560m

（ ）内は更新統の層厚から推定した後期更新世以降の層厚

B2

B2

■B１/B２層境界の形成時期について確認するため，天然ガス
鉱業会・大陸棚石油開発協会（1992）の試錐結果を用い，そ
の平均堆積速度から後期更新世の層厚について推定し，
中期更新世と判断されるB１/B２層境界までの層厚と対比し
た結果について示す。

B１/B２層境界の形成時期の検討④
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データ集８

高浜地区陸上ボーリング調査 火山灰分析結果（Kktテフラ）



ユニット④

ユニット⑤

ユニット⑥

ユニット①

ユニット②

ユニット③

1km0

位置図

Ｋkｔテフラ（33万～34万年前）
（ユニット④層に含まれる火山灰）

断面線

柱状図及び年代分析結果（H:V=1:5）

標高
（m）

標高
（m）

調査位置図

Kktテフラが確認されたボーリング孔

年代

凡例

14C年代測定（yBP）

火山灰名
AT：2.6万～2.9万年前
K-Tz：9.5万年前
Kkt：33万～34万年前

テフラの年代（町田・新井，2003）
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火山灰分析結果 ２孔

試料は20cm間隔

火山灰分析結果

◆ 試料番号19.00-19.20におけるKktの火山ガラス主成分
× 試料番号19.00-19.20における給源不明の火山ガラス主成分
＋ 町田・新井（2003）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分
〇 青木・町田（2006）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号19.00-19.20
・試料番号19.00-19.20の火山ガラスの主成分分析を
行った結果，文献のKktと類似しており，この火山ガラ
スを含む層準をKktの降灰層準と認定した。 8-3



火山灰分析結果

◆ 試料番号20.40-20.60におけるKktの火山ガラス主成分
× 試料番号20.40-20.60における給源不明の火山ガラス主成分
＋ 町田・新井（2003）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分
〇 青木・町田（2006）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分

・試料番号20.40-20.60の火山ガラスの主成分分析を
行った結果，文献のKktと類似しており，この火山ガラ
スを含む層準をKktの降灰層準と認定した。

試料は20cm間隔

火山灰分析結果 ３孔

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号20.40-20.60
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火山灰分析結果

◆ 試料番号19.90-20.10におけるKktの火山ガラス主成分
× 試料番号19.90-20.10における給源不明の火山ガラス主成分
＋ 町田・新井（2003）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分
〇 青木・町田（2006）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分

・試料番号19.90-20.10の火山ガラスの主成分分析を
行った結果，文献のKktと類似しており，この火山ガラ
スを含む層準をKktの降灰層準と認定した。

試料は20cm間隔

火山灰分析結果 ４孔

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号19.90-20.10
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2孔，試料番号 深度20.4-20.6ｍ

火山灰分析結果

・試料番号19.20-19.40の火山ガラスの主成分分析を
行った結果，文献のKktと類似しており，この火山ガラ
スを含む層準をKktの降灰層準と認定した。

試料は20cm間隔

◆ 試料番号19.20-19.40におけるKktの火山ガラス主成分
× 試料番号19.20-19.40における給源不明の火山ガラス主成分
＋ 町田・新井（2003）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分
〇 青木・町田（2006）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分

試料は20cm間隔

火山灰分析結果 ５孔

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号19.20-19.40
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2孔，試料番号 深度20.4-20.6ｍ

火山灰分析結果

・試料番号16.40-16.60の火山ガラスの主成分分析を
行った結果，文献のKktと類似しており，この火山ガラ
スを含む層準をKktの降灰層準と認定した。

試料は20cm間隔

◆ 試料番号16.40-16.60におけるKktの火山ガラス主成分
× 試料番号16.40-16.60における給源不明の火山ガラス主成分
＋ 町田・新井（2003）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分
〇 青木・町田（2006）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分

火山灰分析結果 ６孔

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号16.40-16.60
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2孔，試料番号 深度20.4-20.6ｍ

火山灰分析結果

・試料番号12.40-12.60の火山ガラスの主成分分析を
行った結果，文献のKktと類似しており，この火山ガラ
スを含む層準をKktの降灰層準と認定した。

試料は20cm間隔

◆ 試料番号12.40-12.60におけるKktの火山ガラス主成分
× 試料番号12.40-12.60における給源不明の火山ガラス主成分
＋ 町田・新井（2003）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分
〇 青木・町田（2006）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分

火山灰分析結果 ７孔

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号12.40-12.60
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2孔，試料番号 深度20.4-20.6ｍ
火山灰分析結果

・試料番号10.60-10.80の火山ガラスの主成分分析を行った結果，文献のKkt
と類似しており，この火山ガラスを含む層準をKktの降灰層準と認定した。

試料は20cm間隔

◆ 試料番号10.60-10.80におけるKktの火山ガラス主成分
× 試料番号10.60-10.80における給源不明の火山ガラス主成分
＋ 町田・新井（2003）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分
〇 青木・町田（2006）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分

火山灰分析結果 ９孔

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号10.60-10.80
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データ集９

音波探査記録集
（兜岩沖断層～富来川南岸断層区間）
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音波探査記録 測線図

凡 例

添付した音波探査記録

音波探査測線図

No.6.5-2U

No.6.75-1U No.6.75-2U

No.7・S No.7-2U

No.7.25UNo.7.25・S

No.7.5UNo.7.5・S

No.7.75UNo.7.75・S

No.8UNo.8・S

No.8.25UNo.8.25・S

No.8.5UNo.8.5・S

No.8.75-2UNo.8.75-1U

No.8.6U

No.8

No.9-2

No.9UNo.9・S

No.9.25UNo.9.25・S
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北陸電力ブーマー No.6.5-2U

1：61：6

Ａ
B1U

D2

B1L

E→←W
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北陸電力ブーマー No.6.75-1U，No.6.75-2U

1：61：6

Ａ

B1U

D2

B1L

←W E→
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北陸電力スパーカー，ブーマー No.7・S， No.7-2U

1：61：6

Ａ
B1U

D2

B1L

B2

C1

B3

←W E→
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北陸電力スパーカー，ブーマー No.7.25・S， No.7.25U

1：61：6

←W E→

Ａ
B1U

D2

B1L

B2

C1

B3
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北陸電力スパーカー，ブーマー No.7.5・S， No.7.5U

1：61：6

←W E→

Ａ
B1U

B1L

B2

C1

B3

D2
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北陸電力スパーカー，ブーマー No.7.75・S， No.7.75U

1：61：6

←W E→

Ａ
B1U
B1L

B2

C1

B3

D2
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北陸電力スパーカー，ブーマー No.8・S， No.8U

1：61：6

←W

Ａ
B1U
B1L

B2

C1

B3

D2

E→

碁盤島沖断層

9-9

碁盤島沖断層



北陸電力スパーカー No.8

1：15

←W E→ ←W E→

Ａ
B1

B2

C1

B3

C2

D2

碁盤島沖断層

9-10



北陸電力スパーカー，ブーマー No.8.25・S， No.8.25U

1：61：6

←W E→

Ａ
B1U
B1L

B2

C1

B3

D2
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北陸電力スパーカー，ブーマー No.8.5・S， No.8.5U

1：61：6

←W E→

Ａ

B1U

B1L

B2

C1

B3

D2

C2
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北陸電力スパーカー No.8.5

1：15

Ａ

B1

B2

C1

B3

C2

D2

←W E→

D1

兜岩沖断層
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←W E→



北陸電力スパーカー 補No.8.5・S

1：61：6

←W

Ａ

B1U

B1L

B2

B3
D2

兜岩沖断層

9-14

E→



北陸電力ブーマー No.8.6U

1：61：6

←W E→

ＡB1U

D2

9-15

←W E→



北陸電力ブーマー No.8.75-1U，No.8.75-2U

1：61：6

←W E→

Ａ

B1U

B1L

B2

C1

B3

C2

D2

兜岩沖断層
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北陸電力スパーカー，ブーマー No.9・S， No.9U

1：61：6

←W E→

Ａ

B1U

B1L

B2

C1

B3

C2

D2

兜岩沖断層
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北陸電力スパーカー No.9-2

1：15

←W E→ ←W E→

Ａ

B1

B2

C1

B3

C2

D2

D1

兜岩沖断層
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北陸電力スパーカー，ブーマー No.9.25・S， No.9.25U

1：61：6

←W E→

Ａ

B1U

B1L

B2

B3
D2
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データ集１０

中位段丘Ⅰ面 旧汀線高度調査
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旧汀線高度調査 位置図

西岸における調査位置図調査位置図

右図範囲

志賀原子力
発電所

5km

赤住A
赤住B

Ⅰ測線

矢蔵谷C
矢蔵谷B
矢蔵谷A

百浦A
百浦B

福浦港A
福浦港B
福浦港C

東小室

千の浦

赤神

赤神

千の浦
東小室

矢蔵谷

百浦
赤住

福浦港

輪島

町野

小牧

旧汀線高度
調査地点

10-2



旧汀線高度調査 矢蔵谷A
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旧汀線高度調査 矢蔵谷B
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旧汀線高度調査 矢蔵谷C
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旧汀線高度調査 百浦A
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旧汀線高度調査 百浦B
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旧汀線高度調査 赤住A
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旧汀線高度調査 赤住B
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旧汀線高度調査 Ⅰ測線①
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旧汀線高度調査 Ⅰ測線②
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旧汀線高度調査 福浦港A①
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旧汀線高度調査 福浦港A②
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旧汀線高度調査 福浦港B
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旧汀線高度調査 福浦港C①

10-15



旧汀線高度調査 福浦港C②
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(EL 29.7m)



旧汀線高度調査 東小室
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旧汀線高度調査 千の浦
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旧汀線高度調査 赤神
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旧汀線高度調査 輪島
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旧汀線高度調査 町野
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旧汀線高度調査 小牧
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データ集１１

福浦港～富来港間 地形面構成層調査
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地形面構成層調査 位置図

志賀原子力
発電所

5km

右図範囲

赤神

千の浦
東小室

矢蔵谷

百浦
赤住

福浦港

輪島

町野

小牧

富来港

調査位置図

■太田・平川（1979）は，福浦港～富来港間にM1面が分布し，その旧汀線高度は傾動（北高南低）するとしている（データ集1参照）。
そこで，M1面とされている地形面について，構成層を確認するための調査を実施し，
海成段丘面ではなく，古砂丘・古期扇状地であることを確認した。

福浦港

富来港

旧汀線高度調査地点

（詳細はデータ集10
参照）
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地形面区分図
（志賀町富来七海～福浦港付近，

服部ほか（2014）を一部修正）

河川
↓

＜地形面の形状＞
・起伏のある尾根状，小丘状

＜地形面の形状＞
・谷口を頂部として扇形に広がる

＜地形面の形状＞
・起伏のある尾根状

＜主な構成層＞
・淘汰の悪い亜円～

亜角礫層
・基質はシルト～

極細粒砂
・層厚は約7m

＜火山灰分析＞
・検出なし

＜主な構成層＞
・淘汰の良い細～

中粒砂層
・層理は不明瞭
・層厚は約10m

＜火山灰分析＞
・砂層からSKとK-Tzを検出

Site 1

Site 2 Site 4

＜主な構成層＞
・淘汰の良い細～

中粒砂層
・層理は不明瞭
・層厚は約9m

＜火山灰分析＞
・砂層からSKとK-Tzを検出

Site 3

＜主な構成層＞
・淘汰の悪い亜円～

亜角礫層
・基質はシルト～

極細粒砂
・層厚は約5m
・古流向は西北西
（陸→海）方向

＜火山灰分析＞
・検出なし

柱状図（服部ほか（2014）を編集）
服部ほか，2014）

ボーリング位置 露頭位置

古砂丘面 古期扇状地面

テフラの年代（町田・新井，2003）

AT：2.6万～2.9万年前
K-Tz：9.5万年前
SK：11万～11.5万年前

古流向

砂礫層

砂・シルト質砂

基盤岩

砂質シルト

土壌

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）（基図は1961年の空中写真を使用して作成）

火山灰

（孔口標高49ｍ） （孔口標高47ｍ） （露頭最上部の標高45ｍ） （孔口標高46ｍ）

地形面構成層調査①

・火山灰分析結果については，次々頁参照 11-3



地形面区分図
（志賀町富来七海～福浦港付近，

服部ほか（2014）を一部修正）

＜地形面の形状＞
・谷口を頂部として扇形に広がり，

それが複合する

＜地形面の形状＞
・起伏のある尾根状，小丘状

＜地形面の形状＞
・起伏のある尾根状

＜主な構成層＞
・淘汰の良い細～

中粒砂層
・層理は不明瞭
・層厚は約12m

＜火山灰分析＞
・砂層からSK等を検出

＜主な構成層＞
・淘汰の良い細～

中粒砂層
・層理は不明瞭
・層厚は約9m

＜火山灰分析＞
・砂層からK-Tzを検出

＜主な構成層＞
・淘汰の悪い亜円～

亜角礫層とシルト質砂層
・礫層の基質はシルト混じり

の細～粗粒砂
・層厚は約8m

＜火山灰分析＞
・砂層からK-Tzを検出

＜主な構成層＞
・淘汰の良い細～

中粒砂層
・層理は不明瞭
・層厚は約13m

＜火山灰分析＞
・検出なし

ボーリング調査 露頭調査

古砂丘面 古期扇状地面

テフラの年代（町田・新井，2003）

AT：2.6万～2.9万年前
K-Tz：9.5万年前
SK：11万～11.5万年前

Site 5 Site 6
Site 8

Site 7

古流向

砂礫層

砂・シルト質砂

基盤岩

砂質シルト

土壌

柱状図（服部ほか（2014）を編集）
服部ほか，2014）

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）（基図は1961年の空中写真を使用して作成）

火山灰

（孔口標高49ｍ） （露頭最上部の標高51ｍ） （孔口標高51ｍ） （孔口標高39ｍ）

地形面構成層調査②

・火山灰分析結果については，次頁参照 11-4



地形面構成層調査 火山灰分析結果

火山灰分析結果
（服部ほか，2014）
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データ集１２

能登島東岸の隆起と富山湾西側海域断層
との関係に関する検討



検討の背景，内容

中位段丘Ⅰ面の段丘面内縁標高

■能登半島全域における中位段丘Ⅰ面の高度分布と地震性隆起の関係において，能登島東岸（Ⓛ）に見られる中位段丘Ⅰ面の高度については，富山湾西側海
域断層の影響によるものと評価した。（2.3章参照）

■しかし，同じく同断層の影響を受けていると評価する能登島以南の半島東岸（Ⓜ～Ⓝ）の高度と同断層からの距離を踏まえると，能登島東岸（Ⓛ）の高度には同
断層以外の影響も想定される。（下図参照）

■したがって，ここでは能登島周辺海域で詳細な地形，地質構造を評価している海上保安庁水路部（1982）のデータをもとに，次頁以降で検討・考察する。

中位段丘Ⅰ面の段丘面内縁標高

能登半島全域における段丘面内縁標高の下限値（約20～30m）

凡 例

断層による隆起域

能都断層帯

Ⓗ Ⓘ Ⓙ
0

40

80

120

160
(m)

富 山 湾 西 側 海 域 断 層

Ⓛ Ⓜ ⓃⓀ
0

40

80

120

160

能登島周辺の中位段丘Ⅰ面および活断層の分布

Ⓗ

Ⓘ

Ⓚ
Ⓛ

Ⓙ

Ⓜ

Ⓝ

活断層
活断層（矢印は傾斜方向）

凡 例

中位段丘Ⅰ面

中位段丘Ⅰ面の分布高度に影響を
及ぼしていると考えられる活断層

その他の活断層

段丘面高度調査位置

53m

58m

53m

42m

42m
46m

40m
38m

38m
42m
49m

富山湾西側海域断層からの距離
が半島東岸域（Ⓜ～Ⓝ）より離れ
ているにもかかわらず，中位段丘
Ⅰ面の高度が同域より高い

12-2



能登島周辺海域の海底地形（海上保安庁水路部，1982）

53m

58m

53m

42m

42m

・能登半島東方の富山湾には，
NNE-SSW方向に延びる富山トラ
フ（水深1,000m超）が位置し，そ
の間の海底地形は緩斜面（大陸
棚）から大陸斜面に移行する。

・中位段丘Ⅰ面の標高が高い能
登島付近の東方においては，緩
斜面～急斜面が東方に張り出す
形状（図中※）が認められる。

能登島周辺海域の海底地形図（海上保安庁水路部，1982）

（能登島付近の中位段丘Ⅰ面の段丘面内縁標高等を加筆）

富 山 湾

能 登 島

12-3

左図範囲（次頁以降も同じ）

※



能登島周辺海域の地質構造（海上保安庁水路部，1982）

12-4

53m

58m

53m

42m

42m

・能登半島東方の大陸斜面基部
に断層が分布する。

・中位段丘Ⅰ面の標高が高い能
登島付近の東方においては，海
底地形が東方に張り出した部分
（前頁参照：図中※）に主に
NNE-SSW方向の短い断層と複
背斜が分布する。

能 登 島

能登島周辺海域の地質構造図（海上保安庁水路部，1982）

（能登島付近の中位段丘Ⅰ面の段丘面内縁標高等を加筆）

断 層

向 斜

背 斜

凡 例

※



能登島東岸の隆起と富山湾西側海域断層との関係（考察）

12-5

能 登 島

【考 察】

能登島東岸における中位段丘Ⅰ
面の標高が高い範囲（図中 ）
については，富山湾西側海域断
層の活動の影響に加え，同断層
の上盤側の大陸斜面に分布する，
短い断層や複背斜構造（図中※：
約8km区間）の活動の影響が考
えられる。

※

42m

42m

【富山湾西側海域断層について】

能登半島東方の大陸斜面基部に
分布する断層（「富山湾西側海域
の断層」と呼ぶ）のうち，北部約7
㎞区間及び南部約22㎞区間（「富
山湾西側海域断層」と呼ぶ）につ
いては，後期更新世以降の活動
が否定できない。

富

山

湾

西

側

海

域

の

断

層

断 層

向 斜

背 斜

凡 例

53m

58m

53m

能登島周辺海域の海底地形図（海上保安庁水路部，1982）

（能登島付近の中位段丘Ⅰ面の段丘面内縁標高等を加筆）



データ集１３

海岸地形 波食ノッチ調査
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波食ノッチ 調査位置図

志賀原子力発電所

5km

調査位置図

小浦

福浦港1

巌門

富来1，富来2

北脇崎1

地獄島1

風戸千の浦

琴ケ浜1，琴ケ浜2

赤神崎

福浦港2，福浦港3

北脇崎2，北脇崎3

地獄島2，地獄島3

13-2



波食ノッチ調査 小浦

位置図

13-3

調査位置

近景写真

波食ノッチ

Ｗ Ｅ

遠景写真

調査位置

Ｗ Ｅ



調査位置

波食ノッチ調査 福浦港1

位置図 近景写真

波食ノッチ

Ｅ W

遠景写真

調査位置
Ｗ Ｅ
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波食ノッチ調査 福浦港2

位置図

調査位置

近景写真

波食ノッチ

Ｅ W

遠景写真

調査位置
Ｅ W
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位置図

波食ノッチ調査 福浦港3

調査位置

遠景写真

調査位置

近景写真

波食ノッチ

Ｅ W Ｅ W
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波食ノッチ調査 巌門

調査位置

位置図 近景写真

波食ノッチ

Ｗ Ｅ

遠景写真

調査位置

Ｗ Ｅ
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波食ノッチ調査 富来1

調査位置

位置図 遠景写真

調査位置

近景写真

波食ノッチ

Ｅ W ＳＥ ＮW測量位置
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波食ノッチ調査 富来2

調査位置

位置図 遠景写真

調査位置

近景写真

波食ノッチ

Ｅ W Ｅ W
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波食ノッチ調査 風戸

調査位置

位置図 遠景写真

調査位置

近景写真

波食ノッチ

Ｗ Ｅ Ｗ Ｅ
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波食ノッチ調査 千の浦

調査位置

位置図 近景写真

波食ノッチ

ＳＷ ＮＥ

遠景写真

調査位置

ＳＷ ＮＥ
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波食ノッチ調査 北脇崎1

調査位置

位置図 近景写真

波食ノッチ

Ｓ Ｎ

遠景写真

調査位置

Ｅ Ｗ

測量位置
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波食ノッチ調査 北脇崎2

調査位置

位置図 近景写真

波食ノッチ

Ｗ Ｅ

遠景写真

調査位置

Ｗ Ｅ
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波食ノッチ調査 北脇崎3

調査位置

位置図 近景写真

ＮＷ ＳＥ

遠景写真

調査位置

Ｗ Ｅ
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波食ノッチ調査 地獄島1

調査位置

位置図 近景写真

ＮＥ ＳＷ

遠景写真

調査位置

ＮＥ ＳＷ

波食ノッチ
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波食ノッチ調査 地獄島2

調査位置

位置図 近景写真

Ｗ Ｅ

遠景写真

調査位置

Ｎ Ｓ

波食
ノッチ

測量位置
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波食ノッチ調査 地獄島3

調査位置

位置図 遠景写真

調査位置

Ｎ Ｓ

近景写真

Ｗ Ｅ

波食ノッチ

調査位置
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波食ノッチ調査 琴ヶ浜1

調査位置

位置図 遠景写真

調査位置

ＮＷ ＳＥ

近景写真

Ｓ Ｎ

波食ノッチ
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波食ノッチ調査 琴ヶ浜2

調査位置

位置図 遠景写真

ＮＷ ＳＥ

近景写真

Ｎ Ｓ

波食ノッチ

調査位置

測量位置
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波食ノッチ調査 赤神崎

調査位置

位置図 遠景写真

ＮＷ ＳＥ

近景写真

ＮＥ ＳＷ

波食ノッチ

調査位置
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データ集１４

海岸地形 沖積段丘面調査
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調査位置図

沖積段丘面調査位置図

志賀原子力
発電所

千の浦

赤住3
赤住2

小浦2

百浦

小浦1

赤住1

上野1

上野2

安部屋1
安部屋2

5km

小浦3
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沖積段丘面調査 安部屋1
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沖積段丘面調査 安部屋2
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沖積段丘面調査 上野1
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沖積段丘面調査 上野2
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沖積段丘面調査 小浦1
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沖積段丘面調査 小浦2
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沖積段丘面調査 小浦3
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沖積段丘面調査 百浦①
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沖積段丘面調査 百浦②
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沖積段丘面調査 赤住1
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沖積段丘面調査 赤住2
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沖積段丘面調査 赤住3①
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沖積段丘面調査 赤住3②
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沖積段丘面調査 千の浦
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データ集１５

海岸地形 潮間帯生物遺骸化石調査
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志賀原子力
発電所

5km

調査位置図

上野2

大津

百浦2

兜岩1

福浦港1

巌門1

海士岬1，海士岬2

黒崎1，黒崎2

赤神崎1，赤神崎2

琴ヶ浜1

潮間帯生物遺骸化石 調査位置図

上野1

百浦1

兜岩2

福浦港2

巌門2

琴ヶ浜2,3

琴ヶ浜4

地点名 試料番号
採取標高(m)

（A）

2007年地震の
隆起量(m)※1

（B)

補正値(m)
（A-B）

暦年較正用年代※2

(yrBP)

14C年代測定結果

1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

上野1 (1) 1.15 0.00 1.15 1133 ± 27 AD 1175 - 1256 AD 1118 - 1288
上野2 (1) 1.61 0.00 1.61 1434 ± 24 AD 847 - 955 AD 799 - 990

(2) 1.27 0.00 1.27 1204 ± 28 AD 1076 - 1176 AD 1047 - 1222
大津 (1) 2.30 0.00 2.30 1699 ± 25 AD 609 - 673 AD 567 - 697

(2) 2.13 0.00 2.13 1526 ± 26 AD 732 - 834 AD 705 - 889

(3) 1.80 0.00 1.80 1543 ± 26 AD 718 - 809 AD 692 - 872

(4) 1.59 0.00 1.59 1406 ± 27 AD891 - 987 AD 828 - 1020

(5) 1.49 0.00 1.49 1230 ± 25 AD 1060 - 1149 AD 1032 - 1194

(6) 0.88 0.00 0.88 1218 ± 24 AD 1070 - 1160 AD 1040 - 1205

(7) 0.87 0.00 0.87 443 ± 23 AD 1722 - 1866 AD 1720 -
百浦1 (1) 1.09 0.00 1.09 795 ± 21 AD 1440 - 1484 AD 1420 - 1510

(2) 0.94 0.00 0.94 699 ± 22 AD 1489 - 1577 AD 1474 - 1634
百浦2 (1) 0.28 0.00 0.28 491 ± 25 AD1697 -1805 AD 1671 - 1864
兜岩1 (1) 1.25 0.00 1.25 1254 ± 25 AD 1040 - 1125 AD 1012 - 1174
兜岩2 (1) 0.85 0.00 0.85 920 ± 26 AD 1338 - 1409 AD 1312 - 1434

(2) 0.77 0.00 0.77 682 ± 26 AD 1509 - 1615 AD 1485 - 1647
福浦港1 (1) 1.40 0.00 1.40 1222 ± 28 AD 1065 - 1159 AD 1035 - 1206
福浦港2 (1) 2.11 0.00 2.11 1586 ± 23 AD 695 - 766 AD 666 - 803

(2) 2.10 0.00 2.10 1551 ± 26 AD 711 - 798 AD 686 - 863

(3) 1.84 0.00 1.84 1418 ± 27 AD 875 - 979 AD 811 - 1008

(4) 1.57 0.00 1.57 1378 ± 26 AD 915 - 1003 AD 871 - 1039
巌門1 (1) 1.75 0.00 1.75 1526 ± 24 AD 733 - 832 AD 707 - 887
巌門2 (1) 1.96 0.00 1.96 1372 ± 23 AD 923 - 1009 AD 886 - 1040

(2) 1.49 0.00 1.49 1269 ± 23 AD 1027 - 1112 AD 1001 - 1161

(3) 1.08 0.00 1.08 1142 ± 22 AD 1169 - 1247 AD 1111 - 1280
海士岬1 (1) 0.59 0.04 0.55 560 ± 22 AD 1647 - 1702 AD 1581 - 1805
海士岬2 (1) 0.61 0.04 0.57 577 ± 22 AD 1633 - 1695 AD 1551 - 1713

(2) 0.57 0.04 0.53 570 ± 22 AD 1641 - 1697 AD 1550 - 1800

(3) 0.37 0.04 0.33 451 ± 21 AD 1716 - 1845 AD 1696 -
黒崎1 (1) 0.80 0.27 0.53 694 ± 22 AD 1494 - 1585 AD 1477 - 1638

(2) 0.80 0.27 0.53 957 ± 22 AD 1316 - 1386 AD 1296 - 1413
黒崎2 (1) 1.70 0.27 1.43 1458 ± 23 AD 810 - 910 AD 780 - 967

琴ヶ浜1 (1) 1.61 0.31 1.30 1138 ± 23 AD 1172 - 1251 AD 1118 - 1283

(2) 1.46 0.31 1.15 1143 ± 23 AD 1167 - 1249 AD 1106 - 1280

(3) 1.25 0.31 0.94 1280 ± 24 AD 1015 - 1097 AD 990 - 1155

(4) 1.04 0.31 0.73 1121 ± 23 AD 1190 - 1265 AD 1149 - 1290

(5) 1.15 0.31 0.84 963 ± 23 AD 1310 - 1385 AD 1292 - 1411

(6) 1.02 0.31 0.71 1001 ± 23 AD 1281 - 1339 AD 1265 - 1395

(7) 2.43 0.31 2.12 1692 ± 23 AD 616 - 676 AD 575 - 700

(8) 2.03 0.31 1.72 1486 ± 22 AD 789 - 880 AD 735 - 924

(9) 1.41 0.31 1.10 1034 ± 23 AD 1266 - 1316 AD 1222 - 1344
琴ヶ浜2 (1) 0.86 0.31 0.55 Modern Modern Modern
琴ヶ浜3 (1) 1.99 0.31 1.68 1281 ± 22 AD 1014 - 1093 AD 990 - 1154

(2) 1.09 0.31 0.78 833 ± 22 AD 1419 - 1462 AD 1360 - 1495

(3) 0.88 0.31 0.57 651 ± 22 AD 1545 - 1635 AD 1512 - 1662

(4) 1.50 0.31 1.19 1003 ± 22 AD 1281 - 1336 AD 1264 - 1393

(5) 0.99 0.31 0.68 Modern Modern Modern

(6) 0.96 0.31 0.65 Modern Modern Modern

(7) 0.90 0.31 0.59 463 ± 22 AD 1710 - 1825 AD 1689 -
琴ヶ浜4 (1) 2.40 0.31 2.09 2122 ± 24 AD 118 - 216 AD 77 - 255

(2) 2.29 0.31 1.98 1745 ± 22 AD 568 - 643 AD 512 - 671

(3) 2.20 0.31 1.89 1745 ± 22 AD 568 - 643 AD 512 - 671

(4) 2.05 0.31 1.74 1603 ± 22 AD 678 - 746 AD 660 - 783

(5) 1.87 0.31 1.56 1266 ± 22 AD 1030 - 1111 AD 1005 - 1163

(6) 1.62 0.31 1.31 1370 ± 23 AD 928 - 1012 AD 889 - 1040

(7) 1.45 0.31 1.14 1061 ± 22 AD 1244 - 1300 AD 1207 - 1320
赤神崎1 (1) 2.57 0.35 2.22 3033 ± 28 BC 978 - 870 BC 1026 - 817

(2) 2.27 0.35 1.92 2439 ± 24 BC 296 - 174 BC 343 - 131

(3) 2.11 0.35 1.76 2015 ± 24 AD 247 - 347 AD 189 - 395

(4) 2.32 0.35 1.97 2272 ± 25 BC 51 - AD 50 BC 113 - AD 87

赤神崎2 (1) 1.10 0.35 0.75 988 ± 23 AD 1288 - 1352 AD 1276 - 1401

※1：2007年地震の隆起量は浜田ほか（2007）による
※2：暦年較正年代の計算には，marine13（Reimer et al., 2013）を使用 15-2

2007年能登半島地震の震央位置



潮間帯生物遺骸化石の分布高度と年代値
生

物
遺

骸
化

石
の

分
布

高
度

（
補

正
値

）
※

（
m

）

生物遺骸化石の分布高度と年代値の関係

暦年※実際の分布高度から地震前後の航空レーザ計測に基づく
地震隆起量（浜田ほか，2007）を差し引いたもの
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潮間帯生物遺骸化石調査 上野1
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潮間帯生物遺骸化石調査 上野2
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潮間帯生物遺骸化石調査 大津
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潮間帯生物遺骸化石調査 百浦1
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潮間帯生物遺骸化石調査 百浦2
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潮間帯生物遺骸化石調査 兜岩1
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潮間帯生物遺骸化石調査 兜岩2
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潮間帯生物遺骸化石調査 福浦港1
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潮間帯生物遺骸化石調査 福浦港2
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採取位置(1)，(2) 
EL 2.11m，2.10m

採取位置(3) 
EL 1.84m

採取位置(4) 
EL 1.57m

地形断面図

（断面位置はデータ集13参照，
採取位置は投影）

※

※ 波食ノッチの

最大後退点
の高度



潮間帯生物遺骸化石調査 巌門1
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航空写真

採取位置(1) 
EL 1.75m

地形断面図

（断面位置はデータ集13参照）

※

※ 波食ノッチの最大後退点
の高度



潮間帯生物遺骸化石調査 巌門2
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潮間帯生物遺骸化石調査 海士岬1
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潮間帯生物遺骸化石調査 海士岬2
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潮間帯生物遺骸化石調査 黒崎1
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潮間帯生物遺骸化石調査 黒崎2
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潮間帯生物遺骸化石調査 琴ヶ浜1
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潮間帯生物遺骸化石調査 琴ヶ浜2
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潮間帯生物遺骸化石調査 琴ヶ浜3
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採取位置(1) EL 1.99m

採取位置(2) EL 1.09m

採取位置(3) EL 0.88m

航空写真

地形断面図
（断面位置はデータ集13を参照）

※

※ 波食ノッチの最大
後退点の高度

採取位置(4)
EL 1.50m

採取位置(6)
EL 0.96m

採取位置(7)
EL 0.90m

採取位置(5)
EL 0.99m



潮間帯生物遺骸化石調査 琴ヶ浜4

15-22

採取位置(5)
EL 1.87m

採取位置(7)
EL 1.45m

採取位置(6)
EL 1.62m

航空写真

地形断面図
（断面位置はデータ集13を参照）

※

※ 波食ノッチの最大
後退点の高度

採取位置(3) EL 2.20m

採取位置(4) EL 2.05m

採取位置(1)
EL 2.40m

採取位置(2)
EL 2.29m



潮間帯生物遺骸化石調査 赤神崎1

15-23

採取位置(4)
EL 2.32m

航空写真

地形断面図
（断面位置はデータ集13を参照）

※

※ 波食ノッチの最大
後退点の高度

採取位置(1)
EL 2.57m

採取位置(2)
EL 2.27m

採取位置(3)
EL 2.11m



潮間帯生物遺骸化石調査 赤神崎2
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データ集１６

海水準変動に関する検討
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0.80
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位
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最低潮位

能登半島の潮間帯

・気象庁「能登」検潮所における至近10ヵ年（2003年1月～2012年12月）の観測結果から
朔望満潮位（上図の赤・青線）：T.P.+1.14～T.P.+0.08m（平均値：T.P.+0.54m（朔），T.P.+0.53m（望））
朔望干潮位（下図の赤・青線）：T.P.+0.38～T.P.-0.35m（平均値：T.P.-0.02m（朔）,T.P.-0.01m（望））

月最高潮位（上図の緑線）：T.P.+1.18～T.P.+0.29m（平均値：T.P.+0.65m）
月最低潮位（下図の緑線）：T.P.+0.30 ～T.P.-0.35m（平均値：T.P.-0.07m）

0 50km

志賀原子力
発電所

潮位観測位置
（気象庁「能登」）

検潮所の位置図

朔望満潮位及び月最高潮位

朔望干潮位及び月最低潮位
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2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年

潮
位
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]

朔

望
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T.P.+1.14m
(朔望満潮位最高値)

T.P.+0.08m
(朔望満潮位最低値)

T.P.+0.38m
(朔望干潮位最高値)

T.P.-0.35m
(朔望干潮位最低値)

・潮間帯はT.P.+0.6m（朔望満潮位の平均値）～T.P.-0.0m（朔望干潮位の平均値）である。

T.P.+1.18m
(月最高潮位最高値)

T.P.+0.30m
(月最低潮位最高値)

T.P.+0.29m
(月最高潮位最低値)

T.P.-0.35m
(月最低潮位最低値)
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完新世の海水準変動の例

16-3

フィリピン群島の中期完新世から後期完新世にわたる相対的海面変動曲線（前田ほか，2009）

■極地方から離れているフィリピン群島や日本列島は，glacio-isostasyによる地表の変形の影響が少ないfar‐fieldの環境であり（前田ほか，2009），汎地球的な現象で
ある海水準変動の検討において類似した条件下にある。

■フィリピン群島の600か所を超える地点でのノッチと離水サンゴ礁の観察と，およそ100試料の年代測定によれば，完新世中期以降の海面変動は一様に推移したの
ではなく，3回の高海面期があったとされている。（Maeda et al., 2007，2008）

フィリピン群島のサンゴ礁と離水地形（ノッチ）の関係の例（前田ほか，2009）

敷地付近の潮間帯生物遺骸化石
から推定された海面安定期

・敷地付近において推定された海面安定期（AD800以前）は，前田ほか（2009）で示された高海面期
PhaseⅢに相当する。

AD800
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データ集１７

福浦断層，兜岩沖断層，碁盤島沖断層の分布形態に関する調査



福浦断層，兜岩沖断層，碁盤島沖断層の分布形態に関する調査

断層名 項目 調査内容 備考

福浦断層
長さ

・リニアメント・変動地形判読
・表土はぎ調査

P.17-3～P.17-13

傾斜等 ・トレンチ調査（大坪川ダム右岸トレンチ） P.17-14，15

兜岩沖断層

長さ
・海上音波探査記録

北端部：No.8.5・S測線
南端部：No.9.25・S測線

P.17-16，17

傾斜等
・海上音波探査記録

補No.8.5・S測線，No.8.75-1U測線，No.9・S測線
P.17-18～P.17-20

碁盤島沖断層

長さ
・海上音波探査記録

西端部：No.106.5測線
東端部：No.108-2・S測線

P.17-21，22

傾斜等
・海上音波探査記録

No.107-2・S測線，No.107.5-1・S測線
P.17-23，24

上記３断層と重力異常との関係 ・重力探査 P.17-25
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志賀原子力
発電所

鳥瞰図 （H:V=1:3）

この図は，航空レーザ計測データ及び
1985年の空中写真をもとに作成した赤
色立体地図を使用したものである。

赤色立体地図

鳥瞰方向

・福浦断層北端部には，直線状の崖としてリニアメント・変動地形が判読されるが，その北方延長では崖地形は途絶え，
リニアメント・変動地形は判読されない。

・リニアメント・変動地形の北方延長で実施した表土はぎ調査等の結果を次頁以降に示す。

大坪川ダム

EW

リニアメント・変動地形は認められない

福浦断層の長さ リニアメント・変動地形（北端部）
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リニアメント・変動地形

リニアメント・変動地形トレース位置

リニアメント・変動地形は認められない



100m

ルートマップC

ルートマップB

表土はぎ調査 位置図

・リニアメント・変動地形の北方延長の県道福浦－中島線沿いの河床には凝灰岩の露頭がほぼ連続して分布し，そこに断層は認
められない（P.17-5参照） 。

・北端部に関するデータを充実するために実施した表土はぎ調査の結果，リニアメント・変動地形の北方延長の岩盤には福浦断
層に相当する断層は認められない（P.17-6～P.17-9参照） 。

■福浦断層北方延長において，県道福浦－中島線沿いの河床調査及び，そのさらに北方の福浦港東方の河床部等において表土はぎ調査を実施した。

ルートマップA

ルートマップD

表土はぎ調査状況写真
(ルートマップA下流部）

← N S→

：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰ面

：高位段丘Ⅱ面

：高位段丘Ⅲ面

凡 例

：河床調査箇所（地表踏査）

：ルートマップ範囲
（P.17-5～P.17-9参照）

福浦断層の長さ 表土はぎ調査（北方延長）

河床ルートマップ

調査位置図

右図範囲

福浦港
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北方延長の地表踏査結果
（県道福浦－中島線沿いの河床ルートマップ）

100m

表土はぎ調査 位置図

：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰ面

：高位段丘Ⅱ面

：高位段丘Ⅲ面

凡 例

：河床調査箇所（地表踏査）

河床ルートマップ範囲

凡 例

リニアメント・変動地形

福浦断層の長さ 表土はぎ調査（北方延長） －河床ルートマップ－
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100m

表土はぎ調査 位置図

：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰ面

：高位段丘Ⅱ面

：高位段丘Ⅲ面

凡 例

：河床調査箇所（地表踏査）

：穴水累層 凝灰角礫岩

：穴水累層 火山礫凝灰岩
：穴水累層 凝灰岩（粗粒～細粒）

凡 例

：節理（不明瞭なものは点線表示）

：断層
：岩相境界

ルートマップ範囲

福浦断層の長さ 表土はぎ調査（北方延長） －ルートマップA－
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N6°W/66°W
密着

中粒凝灰岩の挟み

N22°W/64°N
密着

2系統の節理群，密着

N2°E/66°W
密着，固結シルト挟在

N24°W/70°SW
密着

細粒凝灰岩の挟み

N7°W/70°W
密着

N7°E/68°W
開口1mm

NS/70°W
不連続で網目状

N12°E/90°
密着

N45°W/78°SW
密着，固結シルト（厚さ5mm）挟在，
正断層，変位20cm

N60°W/84°NE
密着，正断層，変位10cm

軽石凝灰岩と細粒凝灰岩を挟む
層理が明瞭
N43°E/16°SE

細粒凝灰岩と火山
礫凝灰岩をレンズ
状に挟む

細粒凝灰岩と凝灰角礫
岩を層状に挟在
層理が明瞭
N80°E/16°S

層理が明瞭
N34°E/8°SE

20m

60

70

80

80

70

リニアメント・変動地形
の北方延長

断層 NS/60°W
中央付近で膨縮する青灰色～灰色半固結粘土
（最大厚さ2cm）を挟在
粘土は両端部ではフィルム状となり尖滅
粘土周辺の幅5cm程度の範囲で細片化した部分
がレンズ状に認められる
鏡肌が認められるが条線は不明瞭
断層の変位センスは不明

北方延長の地表踏査結果（ルートマップA）



福浦断層の長さ 表土はぎ調査（北方延長） －ルートマップB－
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N12°E/70°W
密着

断層 N20°E/76°W
固結シルト(厚さ2cm)挟在，正断
層，変位20cm

NS/80°W
密着

N10°W/80°W
密着

N5°W/60°W
密着

細粒安山岩岩脈
冷却節理発達

N28°W/70°SW
密着

N10°W/64°W
密着

NS/90°
密着

N2°E/74°W
密着

N74°W/80°S
密着

N27°E/90°
密着

中粒凝灰岩の挟み
層理面が明瞭
N40°E/4°SE

NS/65°W
密着

N16°W/87°E
密着

N42°W/73°NE
固結シルト挟在

中粒凝灰岩
層理が明瞭
N82°E/48°N

多亀裂部
樹根侵入し，開口

細粒凝灰岩
レンズ状に挟在

NS/90°の節理
が平行に分布

下位は細～中粒凝
灰岩
層理面が認められる
N43°E/16°SE

80

70

60
50

50

4030

20m

：穴水累層 凝灰角礫岩

：穴水累層 火山礫凝灰岩
：穴水累層 凝灰岩（粗粒～細粒）

凡例

：節理（不明瞭なものは点線表示）
：断層

：岩相境界

北方延長の地表踏査結果（ルートマップB）

100m

表土はぎ調査 位置図

：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰ面

：高位段丘Ⅱ面

：高位段丘Ⅲ面

凡 例

：河床調査箇所（地表踏査）

ルートマップ範囲



100m

表土はぎ調査 位置図

：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰ面

：高位段丘Ⅱ面

：高位段丘Ⅲ面

凡 例

：河床調査箇所（地表踏査）

ルートマップ範囲

福浦断層の長さ 表土はぎ調査（北方延長） －ルートマップC－
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N40°E/70°NW
密着

小節理密集

N8°E/79°E
1mm開口

NS/86°E
密着

細亀裂

20m

30 40
40 30

20

：穴水累層 凝灰岩（粗粒～細粒）

凡例

：節理（不明瞭なものは点線表示）

北方延長の地表踏査結果（ルートマップC）



100m

表土はぎ調査 位置図

：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰ面

：高位段丘Ⅱ面

：高位段丘Ⅲ面

凡 例

：河床調査箇所（地表踏査）

ルートマップ範囲

福浦断層の長さ 表土はぎ調査（北方延長） －ルートマップD－

17-9

：穴水累層 凝灰角礫岩

：穴水累層 火山礫凝灰岩
：穴水累層 凝灰岩（粗粒～細粒）

凡 例

：節理（不明瞭なものは点線表示）

：岩相境界

N85°E/67°N
1mm開口

N24°E/72°SW
密着，固結シルト挟在

N14°E/58°W
密着，固結シルト挟在

N8°W/73°E
密着

N82°E/81°N
密着

分岐節理群

N12°W/76°W
密着

NS/80°W
密着

EW/80°N
1mm開口

N50°W/58°NE
1mm開口

細粒凝灰岩の挟み

N60°E/60°SE
平行，網目状節理群
固結シルト挟在

N24°E/79°NW
密着

N27°E/76°NW
左岸で密着

N26°E/82°NW
左岸で密着

N18°E/65°W
4cm開口

N70°E/68°N
密着

N7°E/35°W
密着，固結シルト挟在

細粒凝灰岩の挟み

N5°W/72°W
上部で開口，下部で密着

N15°E/70°W
密着

N10°W/70°E
密着

層理あり

20m

60

70

80

70

80

50

リニアメント・変動地形
の北方延長

北方延長の地表踏査結果（ルートマップD）



リニアメント・変動地形トレース位置

リニアメント・変動地形トレース位置

志賀原子力
発電所

この図は，航空レーザ計測データ及び
1985年の空中写真をもとに作成した赤
色立体地図を使用したものである。

赤色立体地図

志賀原子力
発電所

・福浦断層南端部の大坪川ダム左岸には，緩く湾曲する谷としてリニアメント・変動地形が判読されるが，その南方延長では谷
地形は途絶え，リニアメント・変動地形は判読されない。

・リニアメント・変動地形の南方延長で実施した表土はぎ調査等の結果を次頁以降に示す。

大坪川ダム

大坪川ダム

WE

志賀原子力
発電所

W E

大坪川ダム

リニアメント・変動地形は
認められない

福浦断層の長さ リニアメント・変動地形（南端部）

17-10

鳥瞰方向②

鳥瞰方向①

リニアメント・変動地形

リニアメント・変動地形は
認められない

リニアメント・変動地形は
認められない

鳥瞰図 （H:V=1:3）（上図：鳥瞰方向①，下図：鳥瞰方向②）



ルートマップ（ P.17-12参照）

100m
：表土はぎ調査による確認箇所

：ボーリングによる確認箇所

位置図

■福浦断層南方延長の高位段丘Ⅰ面周辺の道路底盤において表土はぎ調査を実施した。また，表土はぎが困難な箇所については，ボーリング調査を実施した。

・南端部に関するデータを充実するために，高位段丘面周辺で実施した表土はぎ
及びボーリング調査の結果，リニアメント・変動地形の南方延長の岩盤には福
浦断層に相当する断層は認められない（P.17-12，P.17-13参照） 。

表土はぎ・ボーリング調査 位置図

凡 例

右図範囲

調査箇所付近地形図

リニアメント・変動地形と並行する谷

右図範囲

100m0

国土地理院（1997）が図示する福浦
断層のおおよその位置

表土はぎ調査状況写真
(ルートマップ東方付近）

← W E→

高位段丘Ｉ面

：Ⅰb面

：Ⅰa面凡 例

福浦断層の長さ 表土はぎ調査（南方延長）①
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N75°E/90°
厚さ4cm白色物挟在

EW
厚さ4～8cm白色物挟在
節理面は不明瞭

N58°E/48°SE

N80°E
節理に沿い白色化
節理面は不明瞭

N35°E
連続性に乏しく，節理面は不明瞭

N60°E
連続性に乏しく，節理面は不明瞭
節理の周囲白色化N20°E

礫状部に沿い，白色化
節理面は不明瞭

安山岩
硬質の礫状部を風化
残留核状に含む

安山岩
暗灰色の安山岩礫からなり，クサリ礫
強風化を被り褐色化し軟質化している
礫の周囲に沿って白色化がみられる

安山岩
変質し白色化，軟質化
褐色化した礫状部が点在

安山岩
比較的硬質

安山岩
強風化を被り褐色化し
やや軟質化している

40

45

35

安山岩
明褐色

安山岩
比較的硬質

ボーリングによる
確認箇所

土壌
弱いトラ斑あり

安山岩
粘土化が進んでおり，白色から桃色
を呈する
風化が進んでいない岩片が礫状に
認められる箇所あり

安山岩
軟質化し，白色から
赤紫色を呈する

安山岩
硬質，白色から赤紫色を呈する

安山岩
多色礫を含む
礫は玉ねぎ状風化を被る

安山岩
軟質，赤褐色～黄褐色を呈する

系統的な割れ目はみられない
網目状に基質が分布

表土はぎ調査結果（ルートマップ）

系統的な割れ目はみられない

安山岩
粘土化が進んでおり，白色から桃色
を呈する
風化が進んでいない岩片が礫状に
認められる箇所あり

径30cm程度の礫状部が
風化残留核状に残る

次頁位置図範囲

：盛土，崩土

：土壌

：穴水累層 安山岩（角礫質）

凡 例

：節理
20m0

福浦断層の長さ 表土はぎ調査（南方延長）②
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東側ボーリング断面図（②測線）

西側ボーリング断面図（①測線）

39m

38m

37m

36m

35m

40m

39m

38m

37m

36m

35m

34m

33m

5m0

5m0

a 
b c

d f g h

i j k l

：盛土，崩土
：河床堆積物
：土壌

凡 例

：穴水累層 安山岩

← W E→

← W E→

表土はぎによる
確認箇所

表土はぎによる
確認箇所

表土はぎによる
確認箇所

表土はぎによる
確認箇所

東側ボーリング

西側ボーリング

ボーリング調査 位置図

a h

i j k l
40

cb

ed gf

：盛土，崩土

凡 例

：穴水累層 安山岩

：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰa面

：ボーリングによる確認箇所

凡 例 0 20m

EL

EL

e

福浦断層の長さ 表土はぎ調査（南方延長）③
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：断層（長線は走向，矢印は傾斜方向を示す）

：表土はぎ調査による確認箇所

大坪川ダム右岸南道路底盤 断層確認箇所

大坪川ダム

大坪川ダム右岸北道路法面 断層確認箇所

トレンチ調査 位置図

大坪川ダム右岸トレンチ 断層確認箇所
（ P.17-15参照）

：トレンチ調査による確認箇所

■大坪川ダム右岸北道路法面及び南道路底盤における表土はぎ調査の結果，福浦断層と判断される断層を確認したことから，その分布形態を確認するために，それ
ら２つの断層間に分布する高位段丘Ⅰb面においてトレンチ調査を実施した。

凡例

調査箇所付近地形図

リニアメント・変動地形と並行する谷

右図範囲

100m0

国土地理院（1997）が図示する福浦
断層のおおよその位置

50m0

高位段丘Ｉ面

：Ⅰb面

福浦断層の傾斜等 トレンチ調査（大坪川ダム右岸トレンチ位置図）

凡 例位置図

右図範囲
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安山岩
（均質）

明褐色土壌

赤色土壌

灰色粘土層

砂層（層理部）

砂礫層

黄褐色シルト層

安山岩（角礫質）

EL50m

砂層（無層理部）

赤色土壌

砂層（層理部）砂礫層

断層

EL48m

EL52m

2m0

砂層（無層理部）

トレンチ北壁面スケッチ

E→←W

・福浦断層は，西へ高角で傾斜し，西側を隆起させる逆断層である。
・大坪川ダム右岸トレンチにおいて，トレンチの西端と断層の下盤での岩盤上面の高度差は約2.5m，
砂層（層理部）の高度差は約2mである。

福浦断層の傾斜等 トレンチ調査（大坪川ダム右岸トレンチスケッチ）

高度差

約2.5m

17-15

高度差

約2m



1：6
Ａ

B2

B1L

6

位 置 図

北陸電力スパーカー
(No.8.5・S) 46

←W E→

1：6

4

B1U

6 4

B3

右図記録範囲

兜岩沖断層の長さ 海上音波探査記録（北端部）

・兜岩沖断層の北端部にあたる本測線において，断層は認められない。
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1：6

←W E→

1：6

3
北陸電力スパーカー

(No.9.25・S) 6 3 6

D2

B3

B2

Ａ

B1L

B1U

3 6

B1Ｕ層以上に変位，変形が認められない

右図記録範囲

・兜岩沖断層の南端部にあたる本測線において，断層は認められない。

兜岩沖断層の長さ 海上音波探査記録（南端部）

17-17

位 置 図



1：6

北陸電力スパーカー
(補No.8.5・S)

5
2

1：6

Ａ

B2

B1L

←W E→

5

B1U

D2

2

52

B3

B1Ｕ層以上に変位，変形が認められない

右図記録範囲

兜岩沖断層の傾斜等 海上音波探査記録（補No.8.5・S）

・兜岩沖断層は，東へ高角で傾斜し，東側を隆起させる逆断層である。
・本測線において，兜岩沖断層を挟んで分布するB1L層基底の水平部の高度差は約5mである。

高度差約5m

17-18

位 置 図



1：61：6

北陸電力ブーマー
(No.8.75-1U) 2510

2510

Ａ

C1

C2

B3

B2

B1L

B1U

D2

2510

←W E→

B1Ｕ層以上に変位，変形が認められない

右図記録範囲 高度差約5m

兜岩沖断層の傾斜等 海上音波探査記録（No.8.75-1U）

17-19
・兜岩沖断層は，東へ高角で傾斜し，東側を隆起させる逆断層である。
・本測線において，兜岩沖断層を挟んで分布するB1L層基底の水平部の高度差は約5mである。

位 置 図



1：6

←W E→

1：6

4
北陸電力スパーカー

(No.9・S) 6

4 6

4 6

D2

D2

C2

C1

B3

B2
B3

Ａ

B1L

B1U

B1Ｕ層以上に変位，変形が認められない

右図記録範囲

高度差約6m

兜岩沖断層の傾斜等 海上音波探査記録（No.9・S）

17-20
・兜岩沖断層は，東へ高角で傾斜し，東側を隆起させる逆断層である。
・本測線において，兜岩沖断層を挟んで分布するB1L層基底の水平部の高度差は約6mである。

位 置 図



北陸電力スパーカー
(No.106.5)

B1Ｕ層以上に変位，変形が認められない

右図記録範囲

26

12

Ａ

C1

B3

12

←N S→

B1

C2

1：15

D2

400m

200m

100m

300m

0m

19 26

400m

200m

100m

300m

0m

D1

B2

約1,000m

D1

19

12 19 26

碁盤島沖断層の長さ 海上音波探査記録（西端部）

・碁盤島沖断層の西端部にあたる本測線において，断層は認められない。 17-21

位 置 図



1：6

北陸電力スパーカー
(No.108-2・S)

1：6

←N S→

812

B1Ｕ層以上に変位，変形が認められない

右図記録範囲

8

12

812

・碁盤島沖断層の東端部にあたる本測線において，断層は認められない。

碁盤島沖断層の長さ 海上音波探査記録（東端部）

17-22

位 置 図



1：6

北陸電力スパーカー
(No.107-2・S)

19

16

1：6

←N S→

1916

B1Ｕ層以上に変位，変形が認められない

右図記録範囲

1916

1 5 9

碁盤島沖断層の傾斜等 海上音波探査記録（No.107-2・S）

高度差約5m

17-23
・碁盤島沖断層は，北北西へ高角で傾斜し，北北西側を隆起させる逆断層である。
・本測線において，碁盤島沖断層を挟んで分布するB1L層基底の水平部の高度差は約5mである。

位 置 図



1：6

北陸電力スパーカー
(No.107.5-1・S)

1：6

Ａ

B2

←N S→

40

B1U

45

B3B1Ｕ層以上に変位，変形が認められない

右図記録範囲

40

45

4045

高度差約7m

碁盤島沖断層の傾斜等 海上音波探査記録（No.107.5-1・S）

17-24

位 置 図

・碁盤島沖断層は，北北西へ高角で傾斜し，北北西側を隆起させる逆断層である。
・本測線において，碁盤島沖断層を挟んで分布するB1L層基底の水平部の高度差は約7mである。



5km

志賀原子力発電所

仮定密度：2,670kg/m3 コンター間隔：1mGal

・福浦断層，兜岩沖断層，碁盤島沖断層付近に，
重力異常急変部は認められない。

この図は，陸域は本多ほか(2012), 国土地理院(2006), 産業技術
総合研究所地質調査総合センター(2013), The Gravity Research
Group in Southwest Japan (2001), Yamamoto et al. (2011)，海域
は産業技術総合研究所地質調査総合センター(2013)を用いて，金
沢大学・当社が作成したものである。なお，重力異常長波長成分
の除去は行っていない。

敷地付近のブーゲー異常図（金沢大学・当社作成）

※黒点は陸域の測定点（計2086点）を示す

兜
岩

沖
断

層

福浦断層，兜岩沖断層，碁盤島沖断層と重力異常との関係
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